
第

４２

回

全

日

本

実

業

柔

道

個

人

選

手

権

大

会

は

８

月

２５

日

、

２６

日

の

両

日

、

ベ

イ

コ

ム

総

合

体

育

館

（
尼

崎

市

記

念

公

園

）

で

開

催

さ

れ

た

。

男

子

は

体

重

別

７

階

級

と

２２

歳

未

満

の

部

の

６４５

名

、

女

子

は

体

重

別

７

階

級

の

１４２

名

、

計

７８７

名

の

参

加

を

得

、

過

去

最

高

の

参

加

規

模

の

大

会

と

な

っ
た

ｏ

選

手

は

所

属

チ

ー

ム

の

応

援

団

や

地

元

尼

崎

の

柔

道

フ

ァ

ン

の

声

援

を

背

に

受

け

、

６

試

合

場

で

熱

い
戦

い

を

繰

り

広

げ

た

。

初

日

の

開

会

式

は

９

時

３０

分

開

始

。

水

↓ヽ
小
π
工
堂
８
ヰ
ハ
△
冨
乗
女
里貝
一三
Ｆ
（
Ｗ
凹
阿
△
冨
由
日
一≡
口
、
　
日
凹
酷
弘

斉

唱

、

森

詳

介

大

会

副

会

長

の

開

会

快

拶

、

尼

崎

市

教

育

委

員

会

徳

田

耕

造

教

育

長

の

来

賓

快

拶

、

稲

村

和

美

尼

崎

市

長

か

ら

の

歓

迎

メ

ッ

セ

ー

ジ

の

披

露

に

続

き

、

諏

訪

剛

審

判

長

の

試

合

上

の

注

意

、

前

年

度

女

子

７８

ｋｇ
超

級

傷

勝

、

フ

ォ

ー

リ

ー

フ

ジ

ャ

パ

ン

立

山

真

衣

選

手

の

選

手

宣

誓

と

続

き

、

９

時

５０

分

か

ら

試

合

を

開

始

し

た

。

初

日

の
結
果
。
男
子
は
、

８‐
唯
級

で
平
尾
譲

一
参
段

（
パ
ー
ク
２４
）
が
接
戦

の
末

に
昨
年

の
覇
者
垣
田
恭
兵
参
段

（旭
化
成
）
を
降
し

て
初
優
勝
を
飾
り
、

７３
ｋｇ
級
は

西
岡
和
志

四
炭

（京
葉
ガ

ス
）
が
九
山
兼
矢
参
段

（東
芝
）
と

の
死
聞
を
旗
判
定

で

制
し

て
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

６６
唯
級
は
浅
野
大
輔
参
段

（自
衛
隊
体
育
学
校
）
が

昨
年

の
覇
者
青
木
勇
介
参
段

（
パ
ー
ク
２４
）
を
破

っ
て
昨
年

の
雪
辱
を
果
た
し

て
２

年

ぶ
り

三
度
目

の
優
勝
を
逐
げ
た
①

６０
唯
級
は
石
川
裕
紀
参
段

（了
徳
寺
学
園
）
が

決
勝
戦

で
僚
友

の
ベ
テ
ラ
ン
小
川
武
志
五
段

（了
徳
寺
学
園
）
を
降
し

て
二
連
覇
を

呆
た
し
、

２２
歳
未
満
は

一
昨
年
第

三
位
、
昨
年
準
優
勝
と
着
実

に
成
長
を
遂
げ

る
小

林
真
也
弐
段

（新

日
本
製
銭

・
広
畑
）
が
安
本

一
貴
弐
段

（別
府
自
衛
隊
）
を
寝
技

で
降
し

て
嬉

し

い
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

女
子

で
は
、

５７
墟
級

で
宇
高
来
絵
参
段

（
コ
マ
ツ
）
が
激

し

い
攻
防

の
末
、
平
井

希
弐
段

（自
衛
隊
体
育
学
校
）
に
勝
利
し

て
三
年

ぶ
り

三
度
目

の
優
勝

に
輝
き
、

５２

監
級

で
は
新
人

の
橋
本
優
貴
参
段

（
コ
マ
ツ
）
が
同
じ
く
新
人

の
斉
藤
美
貴

（
Ａ
ｓ
ｈ

柔
道

ク
ラ
ブ
）
を
寝
技

で
抑
え

オ
ー
ル

一
本
勝

で
優
勝
。

４８
地
級
は
世
界

チ

ャ
ン
ピ

オ

ン
の
浅
見

人
瑠
奈

四
段

（
コ
マ
ツ
）
が
決
勝
戦

で
笠
原
歩
美
弐
段

（
日
体
大

柔
友

ハ
Ｃ

を
降
し
て
買
禄

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

最
終

日
。
男
子
は
、

１００
聴
超
級

で
西
潟
健
太
四
段

（旭
化
成
）
が
大
学
、
会
社

の

後
輩
、
新
人
百
瀬
優
参
段
を
破

っ
て
初
優
勝
を
飾
り
、

１００
瞳
級

で
は
熊
代
佑
輔
参
段

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
が
野
田
嘉
明
参
段

（旭
化
成
）
を
一泉
快
な
大
外
刈

で
降
し
、
オ
ー

ル

一
本
勝

で
初
優
勝
を
果
た
す
。

９０
地
級
は
新
人

の
池
田
賢
生
参
段

（
日
本
中
央
競

馬
会
）
が
多
彩
な
技
を
駆
使

し

て
決
勝
戦

に
進
出
し
、
穴
井
亮
平

四
段

（了
徳
寺
学

園
）
を
破

っ
て
オ
ー
ル

一
本
勝

で
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

女
子
は
、

７８
ｋｇ
超
級

に
お

い
て
は
石
山
麻
弥
弐
段

（丸
順
）
が
、
決
勝
戦

で
新

田

沙
也
加
参
段

（
日
本

エ
ー

ス
サ
ポ
ー
ト
）

に

一
本
勝
し

て

一
昨
年

に
続
く

三
度
目

の

優

勝
を
達
成

。

７８
ｋｇ
級

の
決

勝
戦

は
昨
年
と

同

じ
対
戦
と

な
り
、

岡
村

智
美
参

段

（
コ
マ
ツ
）
が
渡
退
美
奈
参
段

（了
徳
寺
学
園
）

に
雪
辱
し

て
初
優
勝
。

７０
ｋｇ
級

で

は
今
井
優
子
四
段

（了
徳
寺
学
園
）
が
決
勝
戦

で
上
野
巴
恵
参
段

（三
井
住
友
海
上

火
災
保
険
）
と

の
デ

ッ
ド

ヒ
ー
ト
を
ポ
イ

ン
ト
差

で
制
し
、

二
年

ぶ
り

四
度
目

の
優

勝
を
遂
げ
た
。

６３
ｋｇ
級

は
本
大
会
初
出
場

の
田
中
美
衣
参
段

（了
徳
寺
学
園
）
が
貝

沼
麻
衣
子
参
段

（
Ｊ
Ｒ
東

日
本
女

子
柔
道
部
）
と

の
決
勝
戦
を
寝
技

で
制

し

一
本
勝

で
優
勝
を
決

め
た
。

工
即

出

４

|、一≧上〉♂鳴●発T ri

開会式であいさつする森 大会副会長

選手宣誓する立山真衣選手(フ オーリニフジャパン)全国各地から出場 した選手が集う開会式



男
子
１００
監
超
級

，
旭
化
成
が
表
彰
台
を
独
占
。
西
潟
が
そ
の
中
央
に
立
つ

‘

旭
化
成
の
西
潟
は
接
戦
を
勝
ち
抜
き
、
準
決
勝
戦
で
同
じ
会
社
の
大
鋸
新
五
段
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス

コ
ア
で
の
旗
判
定
を
２
対
１
で
制
し
て
、
初
の
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
る
。

一
方
、
同
じ
旭
化
成
の
新
人
百
瀬
も
危
な
げ
な
く
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
戦
で
は
僚
友
で
昨
年
準
優

勝
の
辻
　
玄
太
参
段
の
場
外
際
の
内
股
を
巧
み
に
返
し
て
技
あ
り
を
奪
い
、
決
勝
戦
進
出
を
果
汁
す
。

巨
漢
同
士
、
先
輩
と
後
輩
に
よ
る
決
勝
戦
。
同
チ
ー
ム
の
対
戦
と
あ
っ
て
場
内
静
ま
り
返
る
中
、

左
右
の
ケ
ン
カ
組
手
の
両
者
は
、
互
い
に
釣
手
を
持
っ
た
ま
ま
引
手
争
い
に
終
始
。
１
分
５
秒
両
者
に

指
導
１
の
後
、
西
潟
が
中
盤
左
大
外
刈
、
左
支
釣
込
足
、
左
大
外
刈
の
連
続
攻
撃
を
見
せ
た
と
工
ろ
で
、

２
分
４０
秒
、
百
瀬
に
二
つ
目
の
指
導
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
盛
り
上
が
り
の
乏
し
い
ま
ま
試
合
が

進
ん
で
ブ
ザ
ー
。
西
潟
が
準
決
勝
戦
か
ら
の
僚
友
対
決
を
制
し
て
初
優
勝
を
果
た
す
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
西
潟
健
太

危
化
必

準
優
勝
　
百
瀬
　
優

危
化
疹

第
３
位
　
辻
　
玄
太

砲
化
さ

第
３
位
　
大
鋸
　
新

砲
化
じ

▽
準
々
決
勝

○
辻
　
　
優
勢
勝
　
須
藤

套
葉
ガ
乙

○
百
瀬
　
優
勢
勝
　
月
波

〔
―
ク
警

○
大
鋸
　
内
股
　
　
増
田

薪
日
本
製
学

広
∪

○
西
潟
　
優
勢
勝
　
片
渕

含
本
中
基
肌垣
３

▽
準
決
勝

○
百
瀬
　
優
勢
勝
　
辻

○
西
潟
　
判
定
勝
　
大
鋸

▽
決
勝

○
西
潟
　
優
勢
勝
　
百
瀬

全q“ 4..

優勝した西潟選手

(旭化成)

西
潟
の
話

今

回

、

こ

の

大

会

で

優

勝

す

る

こ

と

が

で

き

嬉

し

く

思

い

ま

す

。

昨

年

末

か

ら

階

級

を

上

げ

１

０

０

ｋ

ｇ

超

級

と

な

り

、

今

回

の

試

合

が

階

級

変

更

後

初

の

個

人

戦

で

し

た

の

で

、

ど

う

し

て

も

優

勝

し

た

い

と

い

う

想

い

で

今

ま

で

練

習

を

つ

ん

で

き

ま

し

た

。

優

勝

は

で

き

た

も

の

の

、

内

容

は

全

然

満

足

の

い

く

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

た

だ

今

回

の

試

合

は

内

容

よ

り

結

果

を

重

視

し

て

い

た

の

で

、

優

勝

で

き

て

ほ

っ

と

し

て

い

ま

す

。

今

回

優

勝

で

き

た

の

も

会

社

や

日

頃

お

世

話

に

な

っ

て

い

る

職

場

の

方

々

の

理

解

が

あ

る

か

ら

こ

そ

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

ま

わ

り

の

方

々

に

感

謝

の

気

持

ち

を

忘

れ

ず

、

こ

の

結

果

に

浦

足

す

る

こ

と

な

く

ひ

と

つ

ひ

と

つ

課

題

を

ク

リ

ア

し

預

張

っ

て

い

き

ま

す

の

で

、

今

後

と

も

応

援

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

男
子
１００
監
級

，
熊
代
が
多
彩
な
技
で

一
本
勝
を
重
ね
、
堂
々
の
優
勝

‘

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
熊
代
は
初
戦
か
ら
背
負
投
、
払
腰
、
寝
技
、
大
外
刈
と
多
彩
な
技
を
駆
使
し
て
オ

ー
ル

一
本
勝
で
勝
ち
上
が
る
。
準
決
勝
戦
で
も
、
試
合
中
盤
に
沼
田
貴
廣
四
段

（セ
ン
コ
ー
）
を
豪

快
な
大
外
刈
で
仕
留
め
、
決
勝
戦
に
臨
む
。

対
す
る
昨
年
準
優
勝
、
旭
化
成
の
野
田
は
延
長
戦
ま
で
及
ぶ
幾
度
か
の
接
戦
を
勝
ち
抜
く
。
準
決

勝
戦
で
は
僚
友
の
田
中
貴
大
参
段
を
攻
め
続
け
、
指
導
４
の
反
則
負
け
を
得
て
決
勝
戦
へ
。

熊
代
左
、
野
田
右
の
ケ
ン
カ
組
手
の
決
勝
戦
。
身
長
に
優
る
熊
代
は
釣
手
を
上
か
ら
持
ち
、
引
手

を
が

っ
ち
り
引
い
て
野
田
に
圧
力
を
掛
け
る
。
対
す
る
野
田
は
、
右
小
外
刈
、
右
小
内
刈
を
飛
ば
し

て
熊
代
を
揺
さ
ぶ
る
。
野
田
の
こ
の
仕
掛
け
を
委
細
構
わ
ず
が

っ
ち
り
組
み
止
め
た
熊
代
は
、
場
外
付

近
で
遠
い
位
置
か
ら
左
大
外
刈
を
仕
掛
け
、
野
田
が
こ
れ
を
返
そ
う
と
後
ろ
に
右
足
を
引
き
、
体
が
斜

め
に
な

っ
た
と
こ
ろ
を
更
に
刈
り
込
ん
で
体
を
預
け
れ
ば
、
開
始
５‐
秒
、
野
田
は
背
中
か
ら
倒
れ

一
本
。

本
大
会
初
出
場
の
熊
代
は
オ
ー
ル

一
本
勝
で
優
勝
に
花
を
添
え
る
。

優勝 した熊代選手

(ALSOK)

熊
代
の
話

本
大
会
で
優
勝
出
来
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
入
社
後
、
な
か
な
か
調
子
の
上
が
ら
な
い
中

で
の
良
い
成
績
で
あ

っ
た
た
め
、
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
自

分
自
身
の
弱
点
と
向
き
合
い
、
常
に
考
え
、
新
し
い

も
の
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
稽
古
を

積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
環
境

を
提
供
し
て
下
さ
る
会
社
、
応
援
し
て
下
さ

っ
た

方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
、
今
後
の
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
熊
代
佑
輔

代
Ｌ
ｓ
ｏ
も

準
優
勝
　
野
田
嘉
明

危
化
必

第
３
位
　
切
相
田
貴
廣

宅
ン
コ
↓

第
３
位
　
田
中
貴
大

危
化
疹

▽
準
々
決
勝

○
沼
田
　
判
定
勝
　
金
子

ダ
イ
コ
号

○
熊
代
　
大
外
刈
　
出
回

疱
化
さ

○
野
田
　
反
則
勝
　
藤
田

釜
沢
学
院
ク
ラ
、こ

○
田
中
　
優
勢
勝
　
小
林

貪
Ｌ
ｓ
ｏ
６

▽
準
決
勝

○
熊
代
　
大
外
刈
　
切
掴
田

○
野
田
　
優
勢
勝
　
田
中

▽
決
勝

○
熊
代
　
大
外
刈
　
野
田



男
子
９。
ｋｇ
級

”新
人池
田、
全
試
合
を
異
な
る技
で
一本
勝
し
、
実
業
個
人
選手
権
を
制
す
‘

日
本
中
央
競
馬
会
の
新
人
池
田
は
、
準
決
勝
戦
ま
で
の
４
試
合
を
、
刈
り
技
、
担
ぎ
技
、
抑
込
技
、

絞
技
の
全
て
異
な
る
技
に
よ
る

一
本
勝
で
勝
ち
進
む
。
川
瀬
孝
司
弐
段

（ぎ
ふ
柔
道
ク
ラ
ブ
２４
）
と
の

準
決
勝
戦
で
は
、
共
に
技
あ
り
の
後
の
３
分
５９
秒
、
大
内
刈

一
本
で
決
勝
戦
進
出
を
決
め
る
。

片
や
、
了
徳
寺
学
園
の
穴
井
も
順
調
に
勝
ち
上
が
り
、
昨
年
第
３
位
入
賞
の
ベ
テ
ラ
ン
法
兼
　
真

五
段

（Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と
の
準
決
勝
戦
を
延
長
戦
に
よ
る
旗
判
定
で
降
し
、
初
の
決
勝
戦
進
出
を
果
た

す
。決

勝
戦
は
、
共
に
右
組
み
。
開
始
暫
く
は
引
手
を
絞
り
合
う
展
開
が
続
く
が
、
１
分
５
秒
に
池
田

が
組
み
際
、
右
奥
襟
か
ら
穴
井
の
首
を
抜
き
つ
つ
右
小
内
刈
を
仕
掛
け
、
そ
の
ま
ま
左
前
に
大
き
く
巻

込
む
と
、
横
倒
し
に
な
っ
た
穴
井
は
池
田
の
圧
力
に
負
け
て
く
る
り
と
回
り
、
畳
を
背
負
う
。
新
人
池

田
は
オ
ー
ル
一
本
勝
で
堂
々
の
優
勝
を
遂
げ
る
。

【成

績
】

優
　
勝
　
池
田
賢
生

含
本
中
杢
肌反
３

準
優
勝
　
穴
井
亮
平

ｆ
徳
寺
学
已

第
３
位
　
川
瀬
孝
司

ｇ
小ヽ
柔
道
ク
ラ
ブ
讐

第
３
位
　
法
兼
　
盲
賓
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
も

▽
準
々
決
勝

○
川
瀬
　
北同
負
投
　
　
近
藤

冗
州
［嘔ウ

○
池
田
　
上
四
方
固
　
今
井

貪
Ｌ
ｓ
ｏ
も

○
穴
井
　
小
外
刈
　
　
矢
寺

合呈
蔓
竃
ク
・テ
）

○
法
兼
　
巴
投
　
　
　
山
本

曾
本
中
基
肌蜃
６

▽
準
決
勝

○
池
田
　
大
内
刈
　
　
川
瀬

○
穴
井
　
判
定
勝
　
　
法
兼

▽
決
勝

○
池
田
　
小
内
刈
　
　
穴
井

優勝 した池田選手

(日 本中央競馬会 )

池

田
の
話

社
会

人

に
な
り
初

の
個

人
戦

で
し
た
が
、
勝

つ
こ

と

が

で
き
大
変

ほ

っ
と

し

て
お
り
ま
す
。
賀
持
監
督

を

は

じ

め
、

Ｊ
Ｒ
Ａ
の
諸

先

輩
方

と

共

に
、

日

々
質

の
一局
い
稽
古

が
出
来

て

い
る
こ
と

が
今

回

の
優
勝

に

つ
な

が

っ
た
と

思

い
ま
す
。
ま
た
、
職
場

の
方

の
ご

理
解

や
文
え

て
く

れ
る
家
族
、
応
援

し

て
下
さ

る
た

く

さ
ん

の
方

々
の
存
在

が
あ

る
か
ら

こ
そ
思

い
切
り

柔
道
を
出
来

て

い
る
と

い
う

こ
と

に
本
当

に
感
謝

し

て

い
ま
す
。
と

て
も

反
省
点

の
多

い
試
合
内
容

で
し

た
が
、
勝

っ
た
と

い
う

こ
と
を
自

信

に
変
え

、

こ
れ

か
ら
た
く

さ
ん

の
大
会

で
優
勝
出
来

る
よ
う
精
進

し

て

い
き
ま
す
。

，
平
尾
が
垣
田
と
の
同
期
生
と
の
接
戦
を
制
し
て
嬉
し
い
初
優
勝

“

パ
ー
ク
２４
の
平
尾
は
得
意
技
の
大
内
刈
を
中
心
に
試
合
を
組
み
立
て
、　
一
本
勝
の
進
撃
。
準
決
勝

戦
で
は
、
山
田
恭
平
参
段

（東
芝
）
か
ら
指
導
２
を
奪
っ
て
決
勝
戦
に
進
む
。

一
方
、
昨
年
の
覇
者
旭
化
成
の
垣
田
は
多
彩
な
技
で
対
戦
相
手
を
翻
弄
し
て
順
当
に
勝
ち
進
む
。

小
林
雅
司
参
段

（パ
ー
ク
２４
）
と
の
準
決
勝
戦
で
は
、
激
し
い
攻
防
の
中
、
３
分
１５
秒
、
小
外
掛
で

一
本
勝
を
奪
い
決
勝
戦
へ
駒
を
進
め
る
。

両
者
左
組
み
、
同
年
齢
同
士
の
決
勝
戦
。

１７
秒
、
思
い
も
寄
ら
ず
垣
田
に
袖
口
指
導
。
そ
の
後
、

垣
田
は
平
尾
の
右
袖
を
絞

っ
て
左
背
負
投
を
仕
掛
け
、
平
尾
は
左
大
内
刈
と
蹴
り
こ
む
様
な
右
出
足

払
を
連
発
す
る
。
中
盤
、
垣
田
が
低
い
背
負
投
を
連
発
す
る
と
、
２
分
２４
秒
に
今
度
は
平
尾
に
指
導
１

が
与
え
ら
れ
る
。
平
尾
は
強
引
に
垣
田
の
左
匹
辺
り
に
足
払
で
攻
撃
を
仕
掛
け
続
け
、
垣
田
は
左
脚
を

痛
め
る
。
そ
の
後
も
両
者
は
袖
口
を
絞
り
合
っ
て
、
釣
手
を
持
た
ぬ
ま
ま
技
を
繰
り
出
す
も
効
果
な
し
。

終
盤
、
平
尾
が
奥
襟
を
狙
い
に
来
た
と
こ
ろ
を
垣
田
は
首
を
抜
い
て
防
ぐ
と
、
思
わ
ず
後
ろ
向
き
に

な
り
、
そ
こ
を
平
尾
に
攻
め
ら
れ
て
、
４
分
１９
秒
、
指
導
２
を
受
け
る
。
終
盤
の
垣
田
の
反
撃
も
効

果
な
く
時
間
。
そ
の
瞬
間
、
平
尾
が
嬉
し
い
初
優
勝
を
遂
げ
る
。

優勝 した平尾選手

(パーク24)

平
尾
の
話

今

大

会

で
は

、

久

々

の
優

勝

を

勝

ち

取

る

こ
と

が

出

来

て
、

私

に
と

っ
て
と

て
も

嬉

し

い
も

の
に
な

り

ま

し

た

。

こ

の
よ

う

な

結

果

を

出

せ

た

の
も

日
頃

か

ら

職

場

の
方

々

に

は

ご

理

解

を

い
た

だ

き

柔

道

に
専

念

出

来

る

環

境

を

整

え

て

い
た

だ

い
て

い
る

お
蔭

だ

と

思

っ
て
お

り

ま

す

。

去

年

、　

一
昨

年

は

、

悔

し

い

結

果

に
終

わ

り

ま

し

た

が

、

今

大

会

で
は

私

の
持

ち

味

で
あ

る
粘

り

強

く

最
後

ま

で
計

め

な

い
試

合

が

出

来

た

の

で
は

な

い
か

と

思

い
ま

す

。

し

か

し

、

こ

の

結

果

に

は

満

足

せ

ず

、

１１
月

に
行

わ

れ

る
講

道

館

杯

で

は
更

に
上

の
結

果

を

目
指

し

、

実

業

団

代

表

の
名

に
恥

じ

な

い
よ
う

に

、

こ
れ

か

ら
も

日

々
努

力

し

て

い
妾
呈
だ
い
レ
Ｌ
田
心
い
子
ユ
リ
。

【成

績
】

優
　
勝
　
平
尾
譲

一
（
―
ク
笹

準
優
勝
　
垣
田
恭
兵

危
化
疹

第
３
位
　
小
林
雅
司

公
―
ク
υ

第
３
位
　
山
田
恭
平

貧
喜

▽
準
々
決
勝

○
垣
田
　
優
勢
勝
　
稲
葉

会
イ
コ
号

○
小
林
　
優
勢
勝
　
澤
田

ラ
イ
ンヽ
ン
精
じ

○
山
田
　
内
股
　
　
海
老

危
化
さ

○
平
尾
　
巴
投
　
　
河
原

奈
葉
ガ
乙

▽
準
決
勝

○
垣
田
　
小
外
掛
　
小
林

○
平
尾
　
優
勢
勝
　
山
田

▽
決
勝

○
平
尾
　
優
勢
勝
　
垣
田



男
子
７３
鼈
級

　

”
本
大
会
、
過
去
最
高
の
エ
ン
ト
リ
ｌ
ｏ
西
岡
が
・
・
３
人
の
頂
点
に
一七

‘

男
子
７３
蛇
級
は
本
大
会

の
全
階
級
を
通
じ
過
去
最
高

の
エ
ン
ト
リ
ー
と
な

っ
た
。
京
葉
ガ

ス
の
西

岡
は
、
足
技
中
心
の
柔
道
で
順
当
に
勝
ち
進
み
、
田
村
和
也
参
段

（パ
ー
ク
２４
）
と
の
準
決
勝
戦
で
は
、

両
者
激
し
い
攻
防
を
展
開
す
る
も
、
田
村
有
効
ポ
イ
ン
ト
リ
ー
ド
で
迎
え
た
４
分
７
秒
に
、
西
岡
が
内

股
返
で
技
あ
り
を
奪

っ
て
逆
転
し
決
勝
戦
に
進
む
。

対
し
て
、
東
芝

の
九
山
も
積
極
的
な
試
合
逗
び
で
勝
ち
進
み
、
朝
比
奈
竜
太
郎
参
段

（高
宮
接
骨

院
）
と
の
準
決
勝
戦
を
、
攻
め
の
桑
道
で
指
導
２
を
奪

っ
て
、
初
の
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
る
。

決
勝
戦
。
丸
山
右
組
み
、
西
岡
左

の
ケ
ン
カ
組
手
。
西
岡
は
開
始
３４
秒
、
前

に
引
き
出
し
な
が
ら

左
支
釣
込
足
で
丸
山
を
転
が
す
が
、
九
山
は
辛
う
じ
て
腹
ば

い
に
な

っ
て
逃
れ
る
。
１
分
５
秒
に
は
、

九
山
が
組
み
際
に
飛
び
上
が
り
な
が
ら
腕
挫
十
字
固

（
ｗ飛
び
十
字
し

を
仕
掛
け
る
と
、
西
岡
は
相
手

を
引
き
上
げ
て
危
地
を
脱
す
る
も
左
腕
を
痛
め
る
。
そ
の
後
、
九
山
は
右
背
負
投
、
右
体
落
、
左

一
本

背
負
投
、
西
岡
が
奥
襟
を
押
さ
え

て
左
内
股
で
互
い
に
攻
め
合
う
が
、
決
め
手
を
欠

い
て
延
長
戦
に
突

入
。
延
長
３０
秒

に
は
組
み
手
を
嫌

っ
た
九
山
に
指
導

ｌ
。
そ

の
後
は
九
山
が
低

い
背
負
投
、
体
落
、

帯
取
返
等

で
多
彩
な
技

で
攻
勢
に
出
、　
一
方

の
西
岡
は
内
股
で
応
戦
。
終
了
３０
秒
前
に
は
西
岡
の
体

落
に
九
山
は
蹟
き
気
味
に
倒
れ
る
も
腹
這

い
で
か
わ
す
。
そ
の
ま
ま
時
間
と
な
り
旗
判
定
に
持
ち
込

ま
れ
る
。
旗
は
３
本
共
西
岡
に
上
が
り
、
西
岡
の
初
優
勝
が
決
ま
る
。

優勝 した西岡選手

(京葉ガス )

西
岡
の
話

今
大
会
で
は
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
大
会
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
社
員
の
方
々
の
応
援
や
会
社
が
柔
道
に
対
し

て
理
解
が
あ
り
、
練
習
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
環

境
を
与
え
て
も
ら

つ
て
い
る
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
感
謝
の
気
持
ち
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
こ
の
結

果
に
満
足
せ
ず
、
日
標
で
あ
る
講
道
館
杯
優
勝
を
達

成
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

【成

績
】

優
　
鵬
　
西
岡
和
志

套
葉
ガ
乙

準
優
勝
　
丸
山
兼
矢

套
こ

第
３
位
　
朝
比
奈
竜
太
郎

舎
向宮
接
骨
じ

第
３
位
　
田
村
和
也

《
―
ク
讐

▽
準
々
決
勝

○
丸
山
　
　
横
四
方
固
　
士
口
菌

ダ
イ
コ
２

０
朝
比
奈
　
優
勢
務
　
　
澤
田

（蜃
舘
者
多
翌

○
田
村
　
　
小
外
刈
　
　
太
田

亘
殊
曾
乙

○
西
岡
　
　
内
般
　
　
　
山石
本

デ
チ
ュ
ラ
を

▽
準
決
勝

○
丸
山
　
　
優
勢
勝
　
　
朝
比
奈

○
西
岡
　
　
優
勢
勝
　
　
田
村

▽
決
勝

○
西
岡
　
　
判
定
勝
　
　
丸
山

男
子
６６
監
級

浅
野
が
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
、
２
年
ぶ
り
三
度
目
の
栄
冠
に
輝
く

一
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
浅
野
は
苦
し
み
な
が
ら
も
勝
ち
抜
き
、
準
決
勝
戦
に
進
む
。
準
決
勝
戦

で
は
、
同
僚
の
和
泉
強
志
四
段
を
背
負
投
有
効
で
降
し
て
３
年
連
続
の
決
勝
戦
の
舞
台
へ
進
む
。

片
や
、
パ
ー
ク
２４
の
青
木
は
初
戦
か
ら
得
意
の
背
負
投

一
本
で
勝
ち
上
が
る
。
準
決
勝
戦
で
は
昨

年
に
続
き
、
こ
れ
も
背
負
投

一
本
で
勝
ち
上
が
っ
た
伊
藤
健
太
郎
弐
段

（自
衛
隊
体
育
学
校
）
と
対

戦
。
青
木
は
２
分
５５
秒
に
伊
藤
か
ら
体
落
で
有
効
を
奪
い
、
決
勝
戦
に
勝
ち
上
が
る
。

昨
年
と
同

一
カ
ー
ド
の
決
勝
戦
は
、
互
い
に
左
組
み
。
両
者
、
素
早
い
動
き
か
ら
足
技
、
背
負
投

を
繰
り
出
す
。
ｌ
分
６
秒
、
浅
野
は
青
木
が
不
用
意
に
大
き
く
踏
み
出
し
た
左
足
を
、
外
に
広
げ
る

よ
う
に
小
内
刈
で
刈
り
取
り
、
技
あ
り
を
奪
う
。
リ
ー
ド
さ
れ
た
青
木
は
、
猛
然
と
攻
め
立
て
る
が
、

浅
野
は
巧
み
に
捌
い
て
ブ
ザ
ー
が
響
く
。
浅
野
は
昨
年
決
勝
戦
の
雪
辱
を
呆
た
し
、
２
年
ぶ
り
三
度
目

の
優
勝
を
飾
る
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
浅
野
大
輔

曾
衛
隊
体
育
学
じ

準
優
勝
　
青
木
勇
介

＾
―
ク
を

第
３
位
　
伊
藤
健
太
郎

曾
衛
隊
埜
円学
む

第
３
位
　
和
泉
強
志

曾
衛
隊
体
育
学
む

▽
準
々
決
勝

○
青
木
　
優
勢
勝
　
　
八
巻

な
一削
柔
道
ク
ラ
、こ

○
伊
藤
　
一本
背
負
投
　
窪
田

曾
本
千
ス
サ
ポ
ー
じ

○
浅
野
　
優
勢
勝
　
　
秋
元

宇
徳
寺
学
已

○
和
泉
　
判
定
勝
　
　
下
山

？
徳
寺
学
已

▽
準
決
勝

○
青
木
　
優
勢
勝
　
　
伊
藤

○
浅
野
　
優
勢
勝
　
　
和
泉

▽
決
勝

○
浅
野
　
優
勢
勝
　
　
主日
木

優勝 した浅野選手

(自 衛隊体育学校 )

浅
野
の
話

今
回
２
回
目
の
優
勝
を
す
る
事
が
で
き
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
の
優
勝
は
両
親
を
は
じ
め
、
監

督

・
コ
ー
チ

・
チ
ー
ム
の
仲
間

・
自
衛
隊
体
育
学
校

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
及
び
ご
支
援
の
お
か
げ

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



男
子
６。
監
級
　
”昨

年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
石
川
が
僚
友
と
の
接
戦
を
制
し
て
蓮
覇
達
成
‘

了
徳
寺
学
園
の
石
川
は

一
本
勝
で
準
決
勝
戦
に
進
み
、
僚
友
の
川
端
　
龍
弐
段
と
対
戦
。
両
者
は

激
し
く
攻
撃
、
防
御
を
重
ね
る
も
、
開
始
５２
秒
に
奪

っ
た
背
負
投
技
あ
り
が
決
め
手
と
な

っ
て
、
石
川

が
再
び
決
勝
の
舞
台
に
立
つ
。

一
方
、
本
大
会
絶
好
調
、
オ
ー
ル

一
本
勝
で
勝
ち
進
ん
だ
同
じ
く
了
徳
寺
学
園
の
本
大
会
Ｖ
６
の

超
ベ
テ
ラ
ン
小
川
は
、
準
決
勝
戦
で
矢
野
大
地
参
段

（パ
ー
ク
２４
）
を
抑
え
込
ん
で
二
年
ぶ
り
の
決
勝

戦

へ
。

決
勝
戦
。
石
川
は
右

一
本
背
負
投
、
左
内
股
、
巴
投
等
の
多
彩
な
技
で
小
川
を
攻
め
る
。
小
川
は

素
早
い
動
き
で
こ
れ
を
受
け
流
す
。
し
か
し
、
１
分
５５
秒
、
手
数
の
無
い
小
川
に
指
導
ｌ
。
そ
の
後
も

石
川
が
攻
め
、
小
川
が
守
る
展
開
が
続
い
て
３
分
２７
秒
、
小
川
に
指
導
２
。
終
盤
、
リ
ー
ド
を
奪
わ
れ

た
小
川
は
激
し
い
反
撃
に
転
じ
、
残
り
２
秒
に
石
川
か
ら
指
導
１
を
奪
う
も
そ
こ
ま
で
。
石
川
が
二
連

覇
を
達
成
す
る
。

優勝 した石川選手

(了 徳寺学園)

石
川
の
話

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選

手
権
で
優
勝
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

今
回
優
勝
で
き
た
の
は
了
徳
寺
先
生
を
は
じ
め
、
熟

心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
監
督

・
コ
ー
チ
、
サ
ポ
ー

ト
や
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
、
ま
た
い
つ
も
稽
古

の
相
手
を
し
て
く
れ
る
後
輩
た
ち

の
お
か
げ
で
す
。

し
か
し
今
回
は
反
省
点
が
多
く
、
課
題
も
た
く
さ
ん

残
る
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
出
た
課
題
を
克
服

し

”最
後
ま
で

一
本
を
取
り
に
い
く
柔
道
“
を
目
指

し
て
今
後
も
稽
古
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
石
川
俗
紀

準
優
勝
　
小
川
武
志

第
３
位
　
川
端
　
龍

第
３
位
　
矢
野
大
地

▽
準
々
決
勝

○
石
川
　
北円
負
投

○
川
端
　
合
せ
技

○
小
川
　
上
四
方
固

○
矢
野
　
優
勢
勝

▽
準
決
勝

○
石
川
　
優
勢
勝

○
小
川
　
横
四
方
固

▽
決
勝

○
石
川
　
優
勢
勝

（了
徳
寺
学
園
）

（了
徳
寺
学
園
）

（了
徳
寺
学
園
）

（パ
ー
ク
２４
）

油
能
打
（セ
ン
コ
ー
）

尾

張

余

一戸
刑
務
Ｕ

的
場

ｐ
花
学
院
柔
茎
〇

一
人
暮
ユ
（北
関
東
綜
合
警
備
保
障
〉

矢 川
野 端

ノ〕ヽ
サ||

男
子
２２
歳
未
満

　

”
小
林
が
、
扉
年
の
第
３
位
、
昨
年
の
準
優
勝
を
経
て
、
嬉
し
い
初
優
勝

“

一
昨
年
第
３
位
、
昨
年
準
優
勝
の
新
日
本
製
鐵

・
広
畑
の
小
林
は
、
得
意
の
寝
技
で
対
戦
相
手
を

翻
弄
し
順
当
に
勝
ち
上
が
る
。
オ
ー
ル
一
本
勝
で
勝
ち
進
ん
だ
和
久
田
裕
人
弐
段

（東
レ

・
滋
賀
）

と
の
準
決
勝
戦
で
は
、
後
半
に
激
し
く
攻
撃
を
重
ね
て
指
導
２
を
奪
い
、
決
勝
戦
進
出
。

対
す
る
別
府
自
衛
隊
の
安
本
は
、
寝
技
に
よ
る
オ
ー
ル
一
本
勝
で
準
決
勝
戦
に
進
出
し
、
箱
田
駿
弐

段

（Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
群
馬
綜
合
ガ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
）
と
激
し
い
攻
防
の
末
、
有
効
２
本
を
奪
っ
て
決
勝
戦

に
進
む
。

決
勝
戦
は
、
共
に
右
組
み
の
両
者
。
暫
し
組
手
争
い
を
経
た
３０
秒
過
ぎ
、
安
本
が
掛
け
逃
げ
気
味

に
右
袖
釣
込
腰
に
入
る
と
こ
ろ
を
小
林
が
押
し
つ
ぶ
す
。
小
林
は
伏
せ
た
安
本
を
巧
み
に
裏
返
し
て
、

４７
秒
肩
固
で
抑
え
込
む
①
安
本
は
懸
命
に
逃
れ
よ
う
と
す
る
も
、
首
を
極
め
ら
れ
動
け
ず
。
昨
年
準
優

勝
の
小
林
が
初
優
勝
を
飾
る
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
小
林
真
也

霜
日
本
製
鐵

広
Ｕ

準
優
勝
　
安
本

一
貴

∩
府
自
衛
鯵

第
３
位
　
和
久
田
裕
人

貧
レ
滋
３

第
３
位
　
箱
田
　
駿

公
こ
冥
鷲
答
ギ
ヴ
灸
６

▽
準
々
決
勝

○
小
林
　
　
優
勢
勝
　
　
武
内

ラ
イ
ンヽ
ン
精
む

○
和
久
田
　
払
巻
込
　
　
柴
原

伺
西健康科学専門学も

○
安
本
　
　
上
四
方
固
　
菅
田

冥
阪
ガ
乙

○
箱
田
　
　
大
外
刈
　
　
阿
部

衡
西
医
療
学
已

▽
準
決
勝

○
小
林
　
　
優
勢
勝
　
　
和
久
田

○
安
本
　
　
優
勢
勝
　
　
箱
田

▽
決
勝

○
小
林
　
　
一届
固
　
　
　
安
本

優勝 した小林選手

(新 日鐵 ・広畑 )

小
林

の
話

昨
年
も
優
勝
を

目
標
と

し

て

い
ま
し
た
が
、
準
優

勝
と

い
う
結
果

に
終
わ

っ
て
し
ま

い
悔

し

い
思

い
を

し
ま

し
た
。
今
年

こ
そ
は
絶
対

に
優
勝
す

る
と

い
う

強

い
気
持
ち

で
試
合

に
挑

み
ま

し
た
。
試
合

は
課
題

の
残

る
内
容

で
し
た
が
、
優
勝
と

い
う
結

果
を
残

せ

た

こ
と

は
嬉

し
く

思

い
ま
す
。
優
勝

し
た

こ
と

に
満

足
せ
ず

、
来
年

か
ら
出
場
す

る
階
級
別

で
も
結
果
が

残

せ

る
よ
う

に
、
今
大
会

の
課
題
を
克
服
す

る
為

に

し

っ
か

り

と

稽

古

，
ト

レ

ー

ニ
ン
グ

に
励

ん

で

い
き

ま

す

。

ま

た

日

頃

か

ら

思

い

っ
き

り

柔

造

に
取

り

組

め

る
環

境

を

与

え

て
下

さ

る
会

社

・
職

場

の
皆

様

ヘ

の
感

謝

の
気

持

ち

を

忘

れ

ず

に

日

々
精

進

し

て

い
き

ま

す

。



女
子
７８
監
超
級

，石
山
、
大
内
刈
の
冴
え
を
魅
せ
て
２
年
ぶ
り
三
度
日
の
優
勝
‘

丸
順
の
石
山
は
体
格
で
劣
る
不
利
を
も
の
と
も
せ
ず
、
得
意
の
大
内
刈
で
勝
ち
進
む
。
準
決
勝
戦

で
の
立
山
真
衣
弐
段

（
フ
オ
ー
リ
ー
フ
ジ
ャ
パ
ン
）
戦
を
延
長
戦
の
末
、
旗
３
本
で
降
し
て
決
勝
戦
に

進
む
。

対
す
る
昨
年
の
準
優
勝
日
本

エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
の
新
田
は
、
体
格
を
利
し
た
柔
道
で
勝
ち
上
が
り
、

準
決
勝
戦
で
も
、
村
瀬
晴
香
参
段

（ヤ
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
）
を
払
腰
技
あ
り
か
ら
袈
裟
固
で
抑
え

込
み
悲
願
の
初
優
勝
を
目
指
す
。

決
勝
戦
。
石
山
は
右
組
み
で
引
手
を
し

っ
か
り
握
り
、
体
重
差
３０
蛇
以
上
の
新
田
に
対
す
。
体
格

で
圧
倒
す
る
新
田
は
、
両
襟
を
掴
み
左
内
股
で
勝
機
を
窺
う
。
再
三
、
大
内
刈
で
右
足
を
飛
ば
し
て
新

田
を
章
制
す
る
石
山
は
、
１
分
１２
秒
、
遂
に
新
田
を
捉
え
、
右
足
で
鋭
く
大
内
刈
に
刈
り
込
み
な
が
ら

前
に
押
し
込
め
ば
、
新
田
は
も
ん
ど
り
う

つ
て
背
中
か
ら
畳
に
沈
む
。
石
山
が
見
事
な

一
本
勝
で
２
年

ぶ
り
三
度
目
の
優
勝
を
飾
る
。

石
山
の
話

去
年
は
怪
我
を
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
な
く

て
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、
今
大
会
は
必
ず
勝
つ

と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に
挑
み
、
優
勝
す
る
こ
と
が

出
来
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
優
勝
す
る
こ
と
が

出
来
た
の
も
日
々
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
や

応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
陰
で
す
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
１
日
１
日
大
切
に
練

習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

優勝 した石山選手

(丸順 )

【成
　
績
】

優
　
勝
　
石
山
麻
弥

兌
嘔

準
優
勝
　
新
田
沙
也
加

含
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
じ

第
３
位
　
一立
山
真
衣

９
オ
ー
リ
ー
フ
一ン
ヤ
パ
と

第
３
位
　
村
瀬
晴
香

や
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
塁

▽
準
々
決
勝

○
立
山
　
払
腰
　
　
　
白
石

０
異
呆
李
語
Ｊ

Ｏ
石
山
　
大
内
刈
　
　
石
川

含
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
じ

○
新
田
　
優
勢
勝
　
　
佐
藤

釜
沢
学
院
ク
ラ
、こ

○
村
瀬
　
］朋
袈
裟
固
　
佐
藤

０
異
具
事
篭
Ｊ

▽
準
決
勝

○
石
山
　
判
定
勝
　
　
一上
山

○
新
田
　
合
せ
技
　
　
村
瀬

▽
決
勝

○
石
山
　
大
内
刈
　
　
新
田

女
子
７８
監
級

，岡
村
、
昨
年
の
決
勝
戦
の
雪
辱
を
一本
勝
で
呆
た
す
嬉
し
い
初
優
勝
‘

昨
年
の
準
優
勝
者
、
コ
マ
ツ
の
岡
村
は
不
戦
勝
１
試
合
を
含
む
３
試
合
を
難
な
く
勝
ち
上
が
り
、

準
決
勝
戦
で
昨
年
に
続
き
柴
野
亜
季
参
段

（北
関
東
綜
合
警
備
保
障
）
と
対
戦
。
同
じ
体
型
の
両
者

で
あ
る
が
、
岡
村
は
浴
び
せ
倒
す
よ
う
な
小
外
掛
で
技
あ
り
と
有
効
を
各
奪
っ
て
、
昨
年
に
続
き
決
勝

戦
に
進
む
。

一
方
の
了
徳
寺
学
園
渡
邊
は
初
戦
を
難
な
く
勝
利
し
て
進
ん
だ
準
決
勝
戦
で
は
、
生
田
茜
参
段

（ヤ
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
）
を
得
意
の
背
負
投

一
本
勝
で
降
し
、
決
勝
戦
進
出
を
決
め
る
。

昨
年
に
続
く
両
者
に
よ
る
決
勝
戦
。
開
始
早
々
か
ら
身
長
で
劣
る
渡
退
は
、
低
い
右
背
負
投
と
左

一
本
背
負
投
で
岡
村
を
攻
め
、
１
分
６
秒
指
導
１
を
奪
う
。
後
半
に
入
り
、
上
背
の
あ
る
岡
村
は
奥

襟
を
取
っ
て
左
内
股
で
反
撃
を
開
始
し
、
２
分
３７
秒
に
指
導
１
を
奪
い
返
す
。
し
か
し
両
者
、
そ
れ
以

上
の
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
ず
引
分
け
る
。
延
長
戦
に
入
り
、
両
者
は
な
お
も
互
い
に
得
意
技
を
繰
り
出
す
。

１
分
８
秒
、
渡
追
の
低
い
右
背
負
投
が
潰
れ
た
と
こ
ろ
を
岡
村
が
後
ろ
に
回
っ
て
力
強
く
渡
追
を
裏
返

し
、
足
を
抜
い
て
１
分
２６
秒
に
横
四
方
固
で
が
っ
ち
り
抑
え
込
む
。
岡
村
は
昨
年
の
雪
辱
を
遂
げ
、

嬉
し
い
初
優
勝
を
果
た
す
。

諭

岡
村
の
話

今
回
の
全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選
手
権
大
会
は
６

回
目
の
出
場
で
優
勝
す
る
事
が
出
来
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
回
優
勝
す
る
事
が
出
来
た
の
は
、
日

頃
応
援
し
て
下
さ
っ
て
い
る
社
員
の
方
や
会
社
が
柔

道
部
を
理
解
し
自
分
達
が
思
う
存
分
柔
道
に
取
り
組

め
る
環
境
を
与
え
て
下
さ
っ
て
い
る
お
陰
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
優
勝
を
糧
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

優勝 した岡村選手

(コ マツ)

【成
　
績
】

優
　
勝
　
岡
村
智
美

ａ
マ
と

準
優
勝
　
渡
遇
美
奈

ｆ
徳
寺
学
已

第
３
位
　
生
田
　
十西
や
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ろ

第

３

位

　

柴

野

亜

希

宅

関
東
綜
△
口
毯
一属

保
』

▽
準
々
決
勝

○
渡
遇
　
背
負
投
　
　
藤
本

ε
康
令

小
泉
病
ら

○

生

田
　

小

外

刈

　

　

吉

村

全
一井
袋

至

炎

倭

）

○
岡
村
　
内
股
　
　
　
井
上

径
褒
ム
ふ
泉
病
じ

○
柴
野
　
内
股
　
　
　
只
野

兌
州
旅
客
鉄
導

▽
準
決
勝

○
渡
遇
　
北円
負
投
　
　
生
田

○
岡
村
　
小
外
掛
　
　
柴
野

▽
決
勝

○
岡
村
　
横
四
方
固
　
渡
追



女
子
７。
ｋｇ
級

　

”
づ
ア
ラ
ン
今
井
が
手
に
汗
握
る
熱
戦
を
制
し
て
Ｖ
４
の
偉
業
達
成

‘

了
徳
寺
学
園
の
ベ
テ
ラ
ン
今
井
は
、
２
試
合
連
続

一
本
勝
で
準
決
勝
戦
に
進
み
、
大
住
有
加
参
段

（Ｊ
Ｒ
東
日
本
女
子
柔
道
部
）
と
準
決
勝
戦
で
対
戦
。
新
鋭
大
住
に
対
し
、
今
井
は
３
分
１３
秒
と
４
分

‐９
秒
に
有
効
二
つ
を
奪

っ
て
四
度
、
決
勝
戦
の
舞
台
に
進
む
。

片
や
、
上
野
三
姉
妹

の
末
妹
、
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

の
上
野
巴
恵
は
、
第

３
回
戦
で
新
人
大

野
防
子
参
段

（
コ
マ
ツ
）
と
延
長
戦
を

フ
ル
に
戦

い
、
旗
が
分
か
れ
る
接
戦
を
制
し
て
準
決
勝
戦
に
進

出
。
準
決
勝
戦
で
は
小
島
佑
香
参
段

（Ｊ
Ｒ
東
日
本
女
子
柔
道
部
）
か
ら
３
分
４７
秒
、
左
大
内
刈
か
ら

内
股

へ
変
化
し
て

一
本
を
奪

い
、
決
勝
戦
の
初
舞
台

へ
進
む
。

決
勝
戦
。
開
始
４３
秒
、
上
野

の
左
小
外
掛

の
技
あ
り
は
合
議
に
よ
り
有
効
に
変
更
さ
れ
る
。
１
分

５‐
秒
に
は
、
今
井
が
右
背
負
投
か
ら
、
所
謂

「腕
返
」
気
味
に
反
転
す
る
と
、
後
ろ
に
重
心
を
掛
け
た

上
野
は
勢

い
付

い
て
後
方
に
倒
れ
込
み
、
技
あ
り
。
２
分
２０
秒
、
今
度
は
上
野
が
低

い
右

一
本
背
負
投

で
有
効
を
奪
う
。
２
分
４５
秒
に
は
、
今
井
が
先
と
同
様

の
背
魚
投
か
ら
後
ろ

へ
も
た
れ
こ
ん
で
上
野
を

転
が
し
て
有
効
。
そ
の
後
、
リ
ー
ド
を
許
す
上
野
が
小
外
掛
で
攻
め
る
と
、
守
勢

の
今
井
に
３
分
２４
秒
、

指
導

ｌ
。
３
分
３８
秒
に
は
今
井
が
三
度
、
同
じ
背
負
投

で
二

つ
目
の
有
効
を
奪
う
。
４
分
３０
秒
、
組

み
合
わ
な

い
今
井
に
指
導

２
。
両
者

の
手
に
汗
握
る
攻
防
も
そ
こ
ま
で
。
ポ
イ
ン
ト
数

で
差
を
付
け

た
今
井
が
こ
の
熱
戦
を
制
し
２
年
ぶ
り
四
度
目
の
優
勝
を
果
た
す
。

優勝 した今井選手

(了 徳寺学園)

今
井
の
話

今
回
の
試
合
で
は
内
容
は
よ
く
な
く
課
題
が
残
る

試
合
ば
か
り
で
し
た
が
、
結
果
が
残
せ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
試
合
で
み
つ
か
っ
た
課
題
を
克
服
で

き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
今
井
優
子

？
徳
寺
学
已

準

優

勝

　

上

野

巴

恵

全
二
丼
住
友
海
上
火
災
保
必

第

３

位

　

小

島

佑

香

Ｏ

Ｒ
東
日
本
女
子
柔
道
じ

第

３

位

　

大

住

有

加

Ｏ

Ｒ
東
日
本
女
子
柔
道
じ

▽
準
々
決
勝

○
小
島
　
棄
権
勝
　
　
石
井

全
一を
友
〓
炎
倭
）

○
上
野
　
判
定
勝
　
　
大
野

ａ
マ
と

○
大
住
　
横
上
四
方
固
　
野
関

兌
州
旅
客
鉄
じ

（
）
△
フ
十
万
　
　
公
曾
士
冶
　
　
　
　
　
　
蝋
利
＋
オ

（三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

▽
準
決
勝

○
上
野
　
内
股
　
　
　
小
島

○
今
井
　
優
勢
勝
　
　
大
住

▽
決
勝

○
今
井
　
優
勢
勝
　
　
上
野

了
徳
寺
学
園
の
新
人
田
中
は
、
準
決
勝
戦
ま
で
の
２
試
合
を
危
な
げ
な
く
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
戦

で
も
試
合
開
始
早
々
か
ら
攻
め
続
け
、
１
分
３９
秒
、
片
桐
夏
海
参
段

（
コ
マ
ツ
）
か
ら
小
外
刈
で
技

あ
り
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
横
四
方
固
で
抑
え
込
ん
で
決
勝
戦
に
進
む
。

一
方
、
昨
年
の
覇
者
Ｊ
Ｒ
東
日
本
女
子
柔
道
部
の
貝
沼
は
、
他
を
圧
倒
す
る
柔
道
で
順
当
に
勝
ち

進
む
。
阿
部
香
菜
参
段

（三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）
と
の
準
決
勝
戦
に
お
い
て
も
、
１
分
過
ぎ
内

股
有
効
か
ら
上
四
方
固
に
抑
え
込
ん
で
決
勝
戦
進
出
。

決
勝
戦
は
左
組
み
の
田
中
が
攻
勢
に
出
て
、
右
組
み
の
貝
沼
が
守
勢
に
回
る
展
開
で
始
ま
る
。
押

さ
れ
気
味
の
体
勢
か
ら
放
つ
貝
沼
の
内
股
も
組
手
不
十
分
の
為
、
効
無
し
。
ｌ
分
２９
秒
に
は
組
み
合

わ
な
い
貝
沼
に
指
導
１
。
そ
の
直
後
、
田
中
が
貝
沼
の
内
股
を
振
り
回
し
て
潰
し
、
伏
せ
た
貝
沼
を
裏

返
し
に
し
て
１
分
５０
秒
に
横
四
方
固
で
抑
え
込
み
、
田
中
が
本
大
会
初
出
場
を
晴
れ
の
優
勝
で
飾
る
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
田
中
美
衣

？
徳
寺
学
已

準
優
勝
　
貝
沼
麻
衣
子

３
Ｒ
東
日
本
女
子
柔
道
Ｊ

第

３

位

　

阿

部

香

菜

全
二
丼
住
友
海
上
火
災
保
し

第
３
位
　
片
桐
夏
海

ａ
マ
と

▽
準
々
決
勝

○
貝
沼
　
優
勢
勝
　
　
生
田

裕
一削
柔
道
ク
ラ
ゼ

○
阿
部
　
腕
挫
十
字
固
　
柿
内

９
市
イ
ラ
入
と

○
片
桐
　
優
勢
勝
　
　
上
村

３
一井
住
奄
夫
終
し

○
田
中
　
優
勢
鴎
　
　
磯
辺

曾
衛
隊
体
育
学
む

▽
準
決
勝

○
貝
沼
　
上
四
方
固
　
阿
部

○
田
中
　
合
せ
技
　
　
片
桐

▽
決
勝

○
田
中
　
横
四
方
固
　
貝
沼

優勝 した田中選手

(了 徳寺学園)

田
中
の
話

今
回
、
こ
の
全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選
手
権
大
会

で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
大
会
で
は
、
練
習
し
て
き
た
こ
と
を
試
合
で

出
す
こ
と
が
で
き
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝
で
き
た
の
も
、
柔
道
に
専
念
で
き
る
環
境
を
頂

き
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
を
し
て
く

れ
る
方
々
が
い
て
く
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
少

し
で
も
結
果
で
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



女
子
５７
監
級

　

”
宇
高
が
攻
め
の
柔
道
で
勝
利
を
掴
み
、
２
度
目
の
Ｖ

‘

攻
撃
柔
道
の
コ
マ
ツ
宇
高
は
、
難
な
く
準
決
勝
戦
に
進
出
し
、
チ
ー
ム
の
後
輩
大
友
真
貴
子
参
段

と
の
準
決
勝
戦
で
は
、
開
始
間
も
な
く
小
外
刈
で
技
あ
り
を
奪
う
。
そ
の
後
は
大
友
の
反
撃
を
振
り
切

り
、
２
年
連
続
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
る
。

対
す
る
も
自
衛
隊
体
育
学
校
の
平
井
は
、
接
戦
を
制
し
て
勝
ち
上
が
る
。
準
決
勝
戦
で
昨
年
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
石
川
慈
参
段

（
コ
マ
ツ
）
と
対
戦
を
旗
が
分
か
れ
る
際
ど
い
勝
利
を
も
の
に
し
て
、
２
年

ぶ
り
の
決
勝
戦
の
舞
台
へ
。

決
勝
戦
。
平
井
左
組
み
、
宇
高
右
組
み
の
両
者
は
互
い
に
組
み
合
わ
ず
４３
秒
、
両
者
に
指
導
１
。

２
分
１８
秒
に
は
技
の
出
な
い
宇
高
に
指
導
２
が
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
３
分
２３
秒
、
今
度
は
平
井
に

も
指
導
２
が
来
て
引
分
け
。
廷
長
戦
で
は
、
互
い
に
引
手
を
握
れ
ず
、
攻
め
切
れ
な
い
状
態
が
続
く
が
、

次
第
に
平
井
に
疲
労
の
色
濃
く
な
り
、　
一
方
の
宇
高
は
終
始
攻
勢
に
出
る
も
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
な
い
ま

ま
時
間
と
な
る
。
旗
判
定
は
白
３
本
が
上
り
、
宇
高
が
３
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
呆
た
す
。

優勝 した宇高選手

(コ マツ)

宇
高
の
話

昨
年
、
決
勝
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
悔
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
が
、
今
回
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。
今
大
会
で
は
、
今
練
習
し
て
い
る
技
や

組
み
手
を
試
す
こ
と
が
で
き
、
新
た
に
課
題
も
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
苦
し
い

場
面
で
も
、
た
く
さ
ん
の
方
の
応
援
が
力
と
な
り
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
回
優
勝
で
き
た
こ
と

を
自
信
に
し
、
今
後
の
大
会
で
は
も
う

一
歩
成
長
し

た
柔
道
が
発
揮
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宇
高
菜
絵

含
マ
と

ｗ
Ｉ
汗

　
メ布

（自
衛
隊
体
育
学
校
）

石
川
　
慈

ａ
マ
と

大
友
真
貴
子

ａ
マ
と

大
内
刈
　
塩
山

や
プ
み
子
≧
乙

ｍ刊
苫
左
帷粉
　
　
精瓶
誦淑
（三井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

優
勢
務
　
上
原

０
異
呆
享
篭
Ｕ

一傷
登
勢
駐
粉
　
＋ム
帯側
（日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）

判
定
勝
　
石
川

優
勢
勝
　
大
友

判
定
勝
　
平
井

【成
　
績
】

優

勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
率
々
決
鵬

○
石
川

Ｏ
平
井

○
宇
高

○
大
友

▽
準
決
勝

○
平
井

○
宇
高

▽
決
勝

○
宇
高

女
子
５２
監
級

　

”
新
人
橋
本
、
オ
ー
ル
寝
技
の
一
本
勝
で
堂
々
の
優
勝

‘

地
元
兵
庫
県
出
身
、
コ
マ
ツ
の
新
人
橋
本
は
、
得
意
の
寝
技
で
対
戦
相
手
を
圧
倒
し
破
竹
の
進
撃

を
見
せ
る
。
伊
部
尚
子
参
段

（ぎ
ふ
柔
道
ク
ラ
ブ
２４
）
と
の
準
決
勝
戦
に
お
い
て
も
、
終
始
攻
め
続

け
、
３
分
４０
秒
過
ぎ
に
伊
部
の
巴
投
を
外
し
て
崩
袈
裟
固
で
抑
え
込
み
、
勝
ち
名
乗
り
を
受
け
る
。

同
じ
く
Ａ
ｓ
ｈ
柔
道
ク
ラ
ブ
新
人
の
斉
藤
美
貴
弐
段
は
、
足
技
の
冴
え
を
見
せ
て
勝
ち
進
み
、
和
泉

三
友
紀
弐
段

（日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）
と
の
準
決
勝
戦
で
は
、
開
始
１
分
１２
秒
、
右
小
内
刈
か
ら

踵
返
で
攻
め
、
最
後
に
右
大
内
刈
で
と
ど
め
を
刺
す
と
い
う
見
事
な
連
絡
技
で
一
本
を
奪
い
、
決
勝
戦

進
出
を
果
た
す
。

新
人
同
士
の
決
勝
戦
。
共
に
右
組
み
。
暫
し
の
組
手
争
い
の
後
、
組
み
止
め
た
橋
本
は
力
強
く
斉

藤
を
前
に
引
き
倒
し
、
伏
せ
た
斉
藤
を
粘
り
強
く
攻
め
、
最
後
は
力
強
く
裏
返
し
て
、
開
始
４６
秒
、

横
四
方
固
で
抑
え
込
む
。
橋
本
は
オ
ー
ル
一
本
勝
で
初
優
勝
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
橋
本
優
貴

含
マ
と

準
優
勝
　
一斉
藤
美
貴

貪
ｓ
ｈ
柔
道
ク
ラ
、こ

第
３
位
　
和
泉
三
友
紀

含
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
じ

第
３
位
　
伊
部
尚
子

ｅ
小ヽ
柔
道
ク
ラ
、フ
を

▽
準
々
決
陽

○
和
泉
　
優
勢
勝
　
　
東
川

◆
夢
み
子
占
乙

○
斉
藤
　
優
勢
勝
　
　
宮
川

ａ
マ
と

○
橋
本
　
腕
挫
十
字
固
　
秋
元

貧
冥
塞
写
寧
じ

○
伊
部
　
優
勢
勝
　
　
澤
田

含
本
千
ス
サ
ポ
↓

▽
準
決
勝

○
斉
藤
　
大
内
刈
　
　
和
泉

○
橋
本
　
中朋
袈
裟
固
　
伊
部

▽
決
勝

○
橋
本
　
横
四
方
固
　
斉
藤

優勝 した橋本選手

(コ マツ )

橋
本

の
話

社
会
人
に
な
り
、
初
め
て
こ
の
大
会

に
参
加
し
て
、

私
自
身
、
国
内

の
大
会

で
初
優
勝

で
き

た

こ
と
が
、

大
変
う
れ
し

い
で
す
。
試
合
中
に
聞
こ
え
る
応
援
団

の
方

々
の
声

に
、
背
中
を
押
し
て
も
ら

い
勝

つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ

れ
で
ゴ
ー
ル
で
は
な

い
の
で
、
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー

ト
だ
と

い
う

こ
と
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
、
こ
の
大

会

で
で
き
た
課
題
を
克
服
し
、
更
に
成
長
し
て
い
き

た

い
と

思

い
ま
す
。
社
内
外

で
頂
く
温
か

い
声

が
、

私

の
大
き
な
力

に
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。



女
子
４８
ｋｇ
級

，
浅
見
、
再
び
世
界

一
を
目
指
し
て
復
帰
戦
を
飾
る

‘

世
界
選
手
権
二
連
覇
中
の
コ
マ
ツ
浅
見
は
、
本
大
会
初
出
場
。
事
実
上
の
決
勝
戦
と
も
い
え
る
第

３
回
戦
で
の
山
岸
絵
美
参
段

（三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）
と
の
対
戦
は
接
戦
と
な
る
が
、
旗
判
定
で

こ
れ
を
制
す
。
続
く
漬
口
光
弐
段

（了
徳
寺
学
園
）
と
の
準
決
勝
戦
で
は
、
終
始
攻
め
続
け
、
終
盤
に

崩
上
四
方
固
で
抑
え
込
み
、
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
る
。

片
や
、
日
体
大
柔
友
会
の
新
人
笠
原
は
、
準
決
勝
戦
ま
で
の
２
試
合
を

一
本
勝
で
勝
利
し
準
決
勝

戦
へ
①
こ
こ
で
は
、
同
じ
新
人
の
黒
江
優
希
参
段

（北
関
東
綜
合
警
備
保
障
）
を
延
長
戦
の
末
、
旗
判

定
で
降
し
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
挑
む
。

決
勝
戦
は
、
浅
見
右
組
み
、
笠
原
左
の
ケ
ン
カ
組
手
。
浅
見
は
右
小
外
刈
か
ら
寝
技
で
攻
め
る
。

対
す
る
笠
原
は
背
負
投
で
応
戦
①
浅
見
は
１
分
１７
秒
に
右
小
外
掛
で
技
あ
り
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
崩
袈

裟
固
で
抑
え
込
む
。
浅
見
、
実
力
を
発
揮
し
、
復
帰
戦
を
堂
々
の
優
勝
で
飾
る
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
浅
見
人
瑠
奈

ａ
マ
と

準
優
勝
　
笠
原
歩
美

含
体
大
柔
友
６

第
３
位
　
演
口
　
光

↑
徳
寺
学
Ｂ

第

３

位

　

黒

江

優

希

宅

関
東
綜
△
口
弦一属

保
』

▽
準
々
決
勝

○
演
口
　
北円
負
投

○
浅
見
　
判
定
勝

○
笠
原
　
横
四
方
固

○
黒
江
　
袖
釣
込
腰

（綾
羽
）

（三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

（仁
康
会
　
小
泉
病
院
）

（日
本
生
命
保
険
）

前 宮 山 釧
島 前 岸 持

▽
準
決
勝

○
浅
見

○
笠
原

▽
決
勝

○
浅
見

崩
上
四
方
固
　
漬
回

判
定
勝
　
　
里
小江

合
せ
技
　
　
笠
原

/

優勝 した浅見選手

(コ マツ )

浅

見

の
話

今
大
会

、
初
優

勝

で
き
素
直

に
嬉

し
く
思

っ
て

い

ま
す
。
た
く

さ
ん

の
ご
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
。
素
晴
ら
し

い
環
境
、
同
じ
目
標
を
も

っ
た
仲

間
、
そ
し

て

い

つ
も

温
か

い
ご
支
援

，
ご
声
援
を
送

っ
て
下
さ

る
た
く
さ

ん

の
方

々
の
も
と

で
、

こ

の
よ

う

に
自
分

が
選

ん
だ
柔
道
を
思
う
存
分

や
ら
せ

て

い

た
だ
き

、

い

つ
も
感
謝

の
気
持
ち

で

い

っ
ぱ

い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
応
援

し

て
下
さ

っ
て

い
る
皆

さ

ん
と

一

緒

に
た
く
さ

ん

の
喜

び
を
共
有

で
き

る
よ
う

頑
張
り

た

い
と
思

い
ま
す
。

78kg超級 石山 大内刈 新田 1 00ks級  熊代 大外刈 野田

70ks級 今井 優勢勝 上野 90ks級  池田 小内刈 穴井



成 績 表

10 辻  (旭  化 成)

3  谷  本す (セ  ン コ ー)

4  1酉  井  (新日本製銭 広畑 )

6 西  井 (和 歌 山柔 栄 会 )

7  ヲに 本す (日柔整請求サービス)

8  4庄  蕩ξ (日 本中央競馬会 )

9  モ争  ツト (広島大学柔道クラブ)

10 木  藤 (東 レ 滋 賀)

12 久米川 (東 芝 )

13 坂  中 (高 柳喜―商店)

14 尾  本 (九 州 電 力)

15 フに オす(旭  十ヒ  成)

16須 藤 (京 葉 ガ ス)

19 城  戸 (ク ラレ 岡山)

20 1真  常
r(十全会 回生病院 )

21 森 (日 本 通 運)

23 宮 崎 (九州医療
^ボ

ーツ専門靭)

24 田 ホす (東 洋 水 産)

25月 波 (ノ ヽ― ク 24)

26 皆 サ||(甲 府刑務所)

27 /1ヽ  野  (新日本製鐵 広畑 )

28 日 名 子 (ト ョ タ 自動 車 )

29  /1ヽ  ルト (米田柔整専門学校 )

30 サH D訳 (日 経サービス)

31  ん公  岡 (十全会おおりん病院)

32 西 野 (ア Jヽシセキユリテイ)

330百 瀬 (旭  イヒ 成)

男子100kg超級 (66名 )

西

潟

○

○印はシード選手

340大 鋸 (旭  化 成)

35 相 原 (三 菱イヒ学物流)

36 高 橋 (戸 高鉱業社)

37 田 中 (山 陽セフテイ)

38清 水 (パ ー ク 24)

39 森 (九 州 電 力)

40古 賀 (爽健グロ ノヽル)

44 飯 島 (札SM絲合ガドシステム)

45紺 野 (京 葉 ガ ス)

46 増  田 (新日本裂銑 広畑 )

47  出 本  (三菱レイヨン大竹)

49 横  尾 (日 光警備保障)

500■  田 (A L S O K)

51 片  測  (日 本中央競馬会 )

52 三百  娠〔 (十全会 回生病院 )

54長 田 (東 洋 水 産)

55ナ|1野 (九 州 電 力

56 嘉 山 (ァ」レセキュリティ)

57 石 崎 (日 経サービス)

59 永 田 (大阪府桑道監腺道観)

60篠 田 (日 本 通 逗)

62市 ナ||(京 葉 ガ ス)

63  1可  井 (東 レ  滋 賀)

64武 井 (セ ン コ ー)

65  田 嶋 (新日本製銭室南)

660西 潟 (旭  化 成)



成 績 表

6 村  J二 (尼 崎柔友会)

7 織 茂 (東 京消防庁)

8  山 サ||(月江守柔道クラブ)

9  イ青  田  (三菱重工 名古屋 )

10倉 田 (ト ョタ自動車)

11 中 村 (岐 阜刑務所)

12 西 田 (東 日本旅客鉄道)

14 平  1工 (本 田技研熊本)

15 西 野 (噛耀競朝数)

16 平 田 (ひ らた整骨院)

17本 田 (O」 c)

18 吉  岡 (東 海 旅 客 欽 道 )

19濱 上 (ALSOK)
20 岡 田 (東 レ 滋 賀)

21金 子 (ダ ィ コ ロ)

22 )|1 口 (日 経サービス)

23 吉  田 (十全会 回生病院 )

240寅 鷺 代 (ALSOK)
25山 ナ||(近 畿 通 関)

26 波多江 (九  電 工)

27 テ卦 引ユ(」 FEスチール)

28  山奇 本す (戸 高 鉱 業 社 )

29 増 田 (セントラ)磨備保障)

30 山 田 (創柔会柔道クラブ)

5首 員 (東 芝 )

男子100kg級 (90名 )

○印はシー ド選手

460野  田 (旭  イヒ 成 )

47  中  釘ミ (新 日本製鐵 広畑 )

48 荘日 本卜 (米 田柔整専門学校 )

林 (京 葉 ガ ス )

本 (セ ン コ )
田 (ダ イ コ ロ)

井 (岐 阜 刑 務 所 )

角 (東 レ 滋賀)

54 不闇  田  (三菱重工 名古屋 )

55 〕F 田 (日 経サービス)

57 藤  田 (金沢学院クラカ

58土 井 (近 畿 通 関)

59 柴  田 (井 野 整 形 外 科 )

60 下 田 代 (豊 田 自動 織 機 )

61  F可  里予 (大阪府柔道整復師柔道連観)

62 名  雪  (東 日本旅客鉄道 )

63鈴 木 (東 芝 )

66大 森 (社会福祉法人河内厚生会)

67  舜蕉  ナH (A L S O K)
680奥 井 (東 芝 )

69 田 中 (旭  化 成)

70  中  山島 (ク ラレ 岡山)

71 谷  口 (日 光警備保障)

72 可] 田  (十全会 聖明病院 )

73荻 田 (近 畿 通 関 )

74 猿  田 (東 日本旅客鉄道 )

75駒 瀬 (セ ン コ ー)

76谷 村 (大 阪 ガ ス)

77 高  須 (ナ チュラル)

78  廷  城 (ノ  ヽ― ク 24)
79 菅 澤 (」 R期本リテ司レネット)

80 細  田 (戸 高鉱業社)

81  )H I皮 (九 州 電 力)

82 佐 藤 (M 」 C)

83  岡  (新日本製銭広畑)

84 /1ヽ  本卜 (金沢学院クラブ)

85 森  本 (了 徳寺学園)

86  /1ヽ  野 (セントラル警備保障)

87 田 中 (K.K spOrts)

88 佐無田 (ひ らた整骨院)

89 田 本す (東 レ 滋賀)

900/1ヽ  林  (A L S O K)

石

合

藤

∩
ソ
　
∩
）
　
「
■
　
（
ツ
留
　
つ
０

４

５

５

５

５

31 武 田 (東 芝 )

33 山 田 (近 江クラブ)

34 志  卍 (東 レ 名古屋)

35 津堅門 (ひ らた整骨院)

36 ラデイック (K.K spo「 ts)

37  本寸  上 (バ ー ク 24)
38 千  葉 (ま るや接骨院)

39 古  谷 (日 光警備保障)

40 津 志 田 (十全会おおりん病院)

41鈴 木 (セ ン コ ー)

42 井 ノ上 (ALSOK)
43 出 口 (旭  化 成)

44 ラ( 負ヒ (日 本
450寺 島 (京 葉

運 )

ス )

通

ガ

○

○



成 績 表

10花 本 (京 葉 ガ ス)

2高 橋 (北SM群属綜合ガレステム)

3 橋  本 (東 京消防庁)

4  ネ申 澤」 (東日本旅客鉄道 )

5渡 邊 (三 菱イヒ学物流)

6 金  澤 (日 光警備保障)

7  ナ|1  瀬罠(ぎら、柔道クラブ24)

8 佐  藤 (ツ クバ計画)

9 上  菌 (ひ らた整骨院)

11 鈴  木 (龍 谷 ク ラ ブ)

12浅 田 (大 阪 ガ ス )

13 お喬  芥こ (此花学院柔友会 )

14 白  サ||(ァ パンセキュリティ)

15 /Jヽ  大田 (十全会 回生病院 )

16 齋  藤 (東 レ 名古屋)

17  野  瀬 (国士舘柔道クラブ)

18斎 藤 (」 AKE JAPAN)

19近 藤 (九 州 電 力

20 増  岡 (三菱重工 名古屋 )

21 久保寺 (東 芝 )

男子90kg級 (88名 )

○印はシー ド選手

450矢 寄 (月 江寺柔道クラブ)

46 和  知 (日 光警備保障)

47  ガンバートル (京都医健専門学校)

49 森 田 (建 装 工 業)

50 丹 羽 (M 」 C)

51 太江田 (肥 後 銀 行)

52 宮  原 (帝京大学柔道クラブ)

53 反 中 (ダ イ コ ロ)

54 笠  原 (ま るや接骨院)

55 前  田 (東 日本旅客鉄道 )

56 山  元 (ひ らた整 骨 院 )

57 浜  野 (三菱重工 名古屋 )

58加 藤 (日 本 通 運)

59 寺  島 (国士舘柔道クラブ)

60 篠  原 (九  電  工)

61  島  (三 菱イヒ学物流)

63  芹3 荘苺 (チヤマクローバル)

64 牛  尾 (甲 府刑務所)

660穴 井 (了 徳寺学園)

670法 兼 (ALSOK)
68 /1ヽ笠 原  鶴 秀会 阪和病院 )

69 茂 木 (井 野 整 形 外 科 )

70 清  水 (東 日本旅客鉄道)

71 】ヒ 澤 (日 経サービス)

72  金  世J(日柔整請求サービス)

73山 本 (関 西 電 か

74  下  ナ||(関西学院柔道クラブ)

75手 塚 (京 葉 ガ ス)

76磯 サ||(大 阪 ガ ス)

78 1可 添 (旭  化 成)

79松 田 (瀬 野川病院)

80 本公 煙「 (新日本製鋭広畑)

81  田  大田 (セントラル警備保障)

82 青  木 (東 レ 滋 賀)

83  宏買 藤 (仙台大学柔道クラブ)

84 山 内 (ナ チュラル)

85  坂  口 (国士舘柔道クラブ)

86 亀  井 (岐 阜刑務所)

87 齊  藤 (武 大柔心会)

880山  本 (日 本中央競馬会)

22山 口 (東 洋 水 産)

230馬 場 (中京柔道クラブ)

24 五

= 
濤雪 (新 日本製銭り(幡 )

25  F苛  歩ゝ (北関束綜合警備保障)

26     桂      (大 阪府柔道整復師柔道連霞)

27  〒争  本す (ゆ うスポーツクラブ)

28 井  J二 (日 本 生 命 保 険 )

29今 井 (ALSOK)
30遠 矢 (日 経サ ビス)

32  山  峰;(三菱重工名古屋)

33 冨  日](ま るや接骨院)

34  三  宅 (ナ チ ュラリレ)

35砂 原 (近 畿 通 関)

36 中 ノ 系采 (名 大 柔 友 会 )

37金 子 (K.K spOrts)

38 カ日 藤 (衆 議 院事 務 局 )

39 前  田 (武 大 柔 心 会 )

40 矢  田 (本 田技研 熊本 )

41 池  田 (日 本中央競馬会 )

42  壕譴  拶ヌ (十全会おおりん病院)

43手 島 (セ ン コ )



成 績 表

10垣  田 (旭  化  成)

2 杉  本 (豊 田自動織機)

3 木  次 (高 宮 接 骨 院)

4  山  本  (九 州 電 力)

5  1度  辺  (米田柔整専門学校)

6  ヌ、  来  (関西学院柔道クラブ)

7 海 老 沼 (バ ー ク 24)

8   テ電  刻に (ァーバンセキュリティ)

9 安 久 津 (柳 艤 人河岬 螢 )

10 イと 藤 (了 徳寺学園)

11 城之内 (」 FEスチ ル)

12  金  子  (早稲田柔道クラブ)

13 /Jヽ  林  (横浜 国大 柔 友 会 )

14 /Jヽ  )II(日 本 生 命 保 険 )

15 乙  名 (戸 高 鉱 業 社 )

17 中 ナ||(東 芝 )

52 大  月 (東 芝 )

53 澤  E日 (ア イシン精機)

54 イと々 フ倖 (横浜国大柔友会 )

18  1奔   E](ゆうスポーツクラブ)

20  F肇月巴引L (十全会おおりん病院)

23  /Jヽ野ミF(千代田インテグレ)

24中 ナll(名 大 柔 友 会)

25  藤   原  (日羅 請求サービス)

26  稲  葉  (ダ ィ コ ロ)

27珠 玖 (近 畿 通 関)

280/1ヽ  わ

^(ノ

 ヽ― ク 24)

30 安  東 (戸 高鉱業社)

31 人 重 I_k(豊 田 自 動 織 機 )

32加 藤 (建 装 工 業)

33 村  椿 (岐 阜 刑 務 所)

34   林   (九  電  工)

35  月く  )+ (ともえ産葉情報柔道クラブ)

36 垢  内 (旭  化 成)

37  宇  星子 (早稲田柔道クラブ )

38  渡  追  (ク ラ レ  岡 山 )

39  月二  升ち (月 江寺柔道クラフ )

40  ハーレー (広島大学柔道クラブ)

41野 中 (肥 後 銀 行)

42  /Jヽ  池  (北 関東綜合警備保障 )

43 多百  測」 (金沢 学 院 ク ラ ブ )

44  ん火  涯史 (明治東洋医学院専円学技)

45丸 峯 (日 本 通 D
46 高  野 (千 葉 市 消 防 局 )

48  多曇  里予 (JR東日本リテールネット)

49 イ也  山器 (新 日本製銭 ノ(幡 )

50 本目  珠ζ (十全会 聖明病院 )

51 下  崎 (山 陽 セ フ テ ィ )

男子81kg級 (108名 )

○印はシー ド選手

550海 老 (旭  化  成)

56 佐  藤 (衆 議院事務局)

57  日  曜曇 (ミ キ ハ ウ ス)

58 黒 澤 (東 レ 滋 賀)

60  三   角  (関西学院柔道クラブ)

61 田 中 (岐 阜 刑 務 所)

62  i壁  〒イ (赤穂YAWARAク ラブ)

63  育ヒ  夢チ (神錫環境ソリューシ¬ン)

64 田  浦 (豊 田 自 動 織 機 )

65  谷  口 (早稲田柔道クラジ)

66  佐 々亦こ (セントラル警備保障)

68吉 井 (バ ー ク 24)

69 加  藤 (豊 田自動織初
70 西  田 制  化 成)

71  ざ記そ事ナ||(明治東洋医学院専門学校)

72  前   )||(日 柔整請求サービス )

73  越   智  (広島大学柔道クラブ)

74 田 中 (千代田インテグレ)

75   ラ課  (九  電  工)

76 山  田 (東 乏 )

77井 原 (ダ ィ コ ロ)

78 田 辺 (」 FEスチ ル)

79矢 野 (日 本 通 D
80 高  代 (日 本 生 命 保 険 )

81 オ尾  房〔 (新 日本製鐵 大分 )

820平 尾 (ノ ー ク 24〉

83  F可   吉Б (十全会 おおりん病院)

84 逸  見 (セ コム上信越)

85 田  中 (創柔会柔道クラブ)

86 島 田 (甲 府 刑 務 所)

87  1胃  房三 (東 やテ)

88 白 井 (旭  化 成)

89 刀信  茄巨 (錦秀会 阪和病院 )

92 り殆 幕き(九 州 電 力)

93  田  中 (A L S O K)
94 小 宮 山 (赤 F弓 柔道 倶 楽 音Б)

95 中  島 (豊 田 自 動 織 機 )

97 河  原 (京 葉 ガ ス)

98  オ午  り引 (MAR福 岡柔道クラフ )

99 赤  迫 (戸 高 鉱 業 社)

100 〒筆  外c(新 日本製銭 広畑 )

101 松  原 (和 歌 山 柔 栄 会 )

103 ラ百 消岳 (ジ ェィテクト)

104 笹  木 (瀬 野川病 院)

林  (岐 阜 市 役 所 )

日  下  (横 浜 国大 柔 友 会 )

にご  /1k (明治東丼医学院専門学校)

横  山 (井 野 整 形 外 榊

105

106

107

108



成 績 表

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

須

澤

田

田

下

上

山

礼

笠

高

塩

室

原

松

田
九

原

池

野

沼

立

杉

堀

藤

小

平

菅

新

上

０

１

２

３

４

５

６

２

２

２

２

２

２

２

2 吉 菌 (ダ イ コ ロ)

3  山  田  (三菱重工 名古屋)

4 山  /1k(衆 議院事務局 )

5  オ同 生  (横浜国大柔友会 )

6 太  日日 (豊 田 自動織機 )

7 官  原 (セ コム上信越 )

8  新  平  (自 衛隊体育学校 )

9  池  田 (ミ   ズ  ノ)

英 (日 本 通 運 )

男子73kg級 (119名 )

○印はシー ド選手

600鳥  居 (関 西医療学園)

61  ギ詩  た墓 (O   」  C)
62 今 寺 (武 大 柔 心 会)

63 太  田 (自衛隊体育学校 )

64  本寄  7卜  (赤穂YAWARAク ラブ)

65  尼耳 倉  (日柔整請求サービス)

66 谷  )W(ア インン精機 )

67  早  )II(米田柔整専門学校)

68 _L 田 (十全会 聖明病院)

69  赤   坂  (関西学院柔道クラブ)

70 安  達 (豊 田自動織約

71 前  澤 (セ コム上信越 )

73 加  藤 (東 京 消 防 庁)

74  平  野  (早稲田柔道クラブ)

75 日紫 喜 (東 レ 名 古 屋)

76  西  デII(月江寺柔道クラブ)

77  喜  多  く回士舘柔道クラブ)

78 佐  藤 (名 大 柔 友 会 )

79  だ比  田  (帝京科学大学柔道クラブ)

80  田  木寸 (ノ  ヽ― ク 24)
81 小  林 (甲 府 刑 務 所 )

82河 野 (日 本 通 運 )

83 本寸 日](瀬 野 )H病 院 )

84 保  坂  (三井住友信託銀行 )

85 明  先 (ま るや 接 骨 院 )

86 瀬  戸 (井 野 整 形 外 科 )

87  ノ(  山  (A閑監群烏点合オードシステム)

88 荒  木 (高 宮 接 骨 院 )

89 厄彗  瀬霊 (新日本製銭 人幡 )

900赤  迫  (自 衛隊体育学校 )

91西 岡 (京 葉 ガ ス )

92  ん火  山   (明治東洋医学院専門学校)

93 本  郷  (川越少年刑務所 )

94 濱  」二 (豊 田自動織機)

95  ナ田  圧](ジ エイテク ト)

97平 本 (肥 後 銀 行)

99 ぅ( 噺子 (新日本製鋭 ノヽ幡)

1∞  秋  山  (東京武道館柔友会 )

(テも    デ辛    メ■)

(井 野 整 形 外 科 )

(月 江寺柔道クラブ)

(新日本製鏡 ノ(幡 )

(ナ チ ュ ラ ル )

(ワ イエスフー ド)

(ラミ 芝 )

(甲 南 柔 友 会 )

(肥 後 銀 行 )

(東 レ 名 古 屋 )

(日 本 生 命 保 険 )

(和 歌 山 柔 栄 会 )

(北関東綜合警備保障 )

(名 大 柔 友 会 )

(三菱レイヨン 大竹 )

(関西学院柔道クラブ )

27 涙暑  F弓 (瀬 野
'H病

院)

28 高  原 (ま るや接 骨院)

29松 本 (大 阪 ガ ス)

30(⊃ に匈  /1k(赤 穂YAWARAク ラブ)

31  竹  木す (京都医健専門学校 )

32 長  吉Б (ト ーエー企業)

33 朝 比 奈 (高 宮 接 骨 院)

35 雰集 凱生 (横浜国大柔友会)

36  ヤ度  遷  (ク ラ レ‐岡山)

37 五  味  (自 衛隊体育学校)

38 1凡  情手 (新日本製銭 ノ＼幡)

40 向週1オす (近 江 ク ラ ブ)

41 高  本  (K K spOrts)
42 う盲  涎ュ (十全会 聖明病院 )

43 大 平 野 (豊 田 自動 織 機 )

44  牙ゴ  擁子 (関西健康科学専門学校)

45 田  中 (東 レ 名 古 屋 )

46 金  澤 (豊 田 自動 織柳

47  孝畢  田  (国士舘柔道クラブ)

49  赤え  里予 (神鋼環境ソリューシヨン)

50 近  藤 (セ コム上信越)

51  向  里予 (M  」  C)
52  樋   口 (早稲田柔道クラブ)

53   山  フト (明治東洋医学院専門学校)

54田 窪 (済 美 学 園)

55  内   木す (MAR福 岡柔道クラブ)

56 石  橋  (九  電  工 )

57  イカ 瘍孝 (大 阪 ガ ス)

58 高  橋 (名 大 柔 友 会)

101

102

(赤 門柔 道 倶 楽 部 )

(和 歌 山 柔 栄 会 )

103 う成 イゑ (大 阪 ガ ス)

104  井   上  (広島大学柔道クラブ)

105 )II E日 (豊 田自動織機)

106 )II 》頂 (藤 野 整 形 外 科 )

107 ラ( '市  (京都医健専問学校 )

108 松  田 (瀬 野 川 病 院)

109 岩  本 (ナ チ ュ ラ ル)

1lo  /Jヽ  山 (セ ントラル警備保障)

111 鐘  引三 (ヮ ィェスフード)

112 弓
「

 田  (K.K spo「 ts)

113 岡  /1k(東     芝)

114 渡  邊 (日 本生命保険)

115  カロ  古  (日柔整請求サービス)

116 佐  イ白 (新日本製鏡 人幡 )

117 岡  田 (ク ラ レ 岡 山 )

118 イ春 )|(セ コム上信越)

119 ,こ  F君 (ま るや接骨院)

碇
乾



成 績 表

10青 木 (バ ー ク 24)

3 ホ寸 田 (衆 議暁事務局)

4 飯  彰飛 (山 陽セフティ)

5 喜 多 (大 阪 ガ ス)

6  台反  廉:(関西学院柔道クラブ)

7

8

9

10

11

12

森   (1ヒ花学院柔友会 )

竪 山 (鹿 情 報 教 )

荘  司  (自衛隊体育学校 )

/1ヽ  ナH(日 本貨物鉄道)

北冬  本寸 (Y   K   K)
湊   (九  電  工 )

13 武 末 (東    芝)

14  山  口 (赤海YAWARAク ラブ)

15 柴 田 (ト ョタ自動車)

16 池 田 帥 鰊騨all韓 )

17  魚   本寸 (日 柔整請求サービス)

18 /Jヽ  枢興 (国士舘柔道クラブ)

19  Ω缶  舅に (セントラル警備保障)

20 人  巻 い前柔道クラブ)

21鳥 入 (近 畿 通 関)

220伊  藤 (自 衛隊体育学校 )

23 及  サ||(東 日本旅客鉄道 )

24 /1ヽ  高  (K,K spO「 ts)

25  1可  土ュ (京都医健専門学校 )

26 石  本 (豊 田自動織機)

27玉 造 (東 洋 水 産)

28  含反  E](仙台大学柔道クラブ)

29  土  井  (三井住友信託銀行 )

32  月く  本す (明治東洋医学院専門学技)

33 日  置 (不日歌 山柔 栄 会 )

34 窪  田 (日本エースサポート)

35 オ市  山奇 (川越少年刑務所 )

36 白 ネ申 (ク ラレ 岡山)

37 )|| 】ヒ(」 FEスチール)

38 川 上 (瀬 野川病院)

39 中 島 (ともえた葉情鞣道クラブ)

40 石  ナ||(ナ チュラル)

42 金駁 田 (立教柔道クラブ)

男子66kg級 (86名 )

○印はシード選手

440浅 野 (自 衛隊体育学校)

45濱 野 (大 阪 ガ ス)

46 望 月 (セ ン コ ー)

47 鈴 オこ(松前柔道クラブ)

48 釘 崎 (九州嚇スボ畑敷)

49 小 宮 山 (明治粛羊医学院朝ψ校)

50 田 中 (つ くばユナイテッド)

52 鈴  木  (金沢学院クラブ )

53 山  田 (日 本駐車場救急サービス)

54 回  岡 (関西健康科学専F]学校)

55秋 元 (了 徳 寺 学 園 )

56 久 保 田 (京都医健専F日 学校 )

57 平  川 (|ヒ花学院柔友会 )

58赤 池 (」 R東日本リテ引麻ット)

59 柴  田 (豊 田 自動 織 機 )

60  馬  場 (ク ラレ 岡山)

61 小 倉 (K.K spOrts)

62 羽佐田 (ト ョタ自動車)

63  井  洋庫 (早稲田柔道クラブ)

64  工  藤  徊 日本シティ銀行 )

65  百   本寸 (北関東綜合警備保障)

660樋  口 (バ ー ク 24)

67 岩  本 (瀬 野川病院)

68 青  木 (と もえ産芙情報桑道クラブ)

69  :三  1甫 (三井住友信託銀行 )

70 藤  田 (ジ ェイテクト)

71 阪 口 (ミ  ズ ノ)

72佐 藤 (K,K spo「 ts)

73 荘 司 (紀 宝柔道会)

75 不日 赤と (自 衛隊体育学校 )

76岩 田 (岐 阜 刑 務 所 )

77 漆  文田 (三 菱 化 学 物 流 )

78 野 々 部 (豊 田 自動 織 機 )

79 下  山 (了 徳寺学国)

80荘 司 (ALSOK)
81 武 田 (十全会おおりん病院)

82 松 田 (ァ Jシセれリテイ)

83中 正 (関 西 電 力)

84  世J  山各 (関西学院柔道クラブ)

85 漆 畑 (東    芝)

860前 野 (旭  化 成)



成 績 表

10石 サ||(了 徳寺学園)

2 月泰  ラベ (同 志社 WR」 C)

3  片  i刈  (広島大学柔道クラブ)

4  本  郷 (錦秀会阪和病院)

5   水   里予 (日本駐車場敦急サービス)

6 平  岡 (山 陽セフテイ)

7 堂  元 (武 大柔心会)

9  表  (東 レ 滋 賀)

10池 野 (セ ン コ ー)

11  )H 山島 (千代田インテグレ)

120サ|1端 (了 徳寺学園)

13 松  岡 (東 レ 名古屋)

14 佐  藤 (向澤大学柔友会 )

15 石  ナH(豊 田 自動 織 機 )

16 1雪  必こ (新日本製鋭 ノ＼幡 )

18 尾 張 (水 戸刑務所)

19田 中 (建 装 工 業)

20 藤  本す (ト ーエー企業)

21  ∠養  上 (セントラ)レ警備保障)

男子60kg級 (42名 )

石

サ||

○

○印はシー ド選手

220月  ヽサ||

23 伊 藤

24 伊 藤

25 大 西

26 田 宮

27 白 間

28 藤 田

29 晴 被

30 的 場

31  本日  サ||

320山  岸

33 囲 本

34 矢 野

35 濱 田

36 中 西

37    布本

38 大 谷

39 大 野

40 榎 本

41 大 登

42 杉 本

(了 徳 寺 学 園 )

(ナ チ ュ ラ ル )

(AISM群 月綜合ガードシステム)

(日本エースサポート)

(岐 阜 市 役 所 )

(明治束洋医学院専門学校)

(東 レ  滋 賀 )

(Y  K  K)

(此花学院柔友会 )

(豊 田 自動 織 機 )

(高 宮 接 骨 院 )

(米田柔整専門学校 )

(バ ー ク 24)

(錦秀会 阪和病院 )

(福 原 産 業 )

(早稲田柔道クラブ)

(大  阪 ガ ス )

(東 レ 名 古 屋 )

(衆 議 院 事 務 局 )

(北関東綜合警備保障)

(和 歌 山 柔 栄 会 )



成 績 表

10/1ヽ  林  (新日本製銭 広畑 )

2  近   藤   (MAR福岡柔道クラブ)

3 松  ナH(ま るや接骨院)

4 能 城 (豊 田自動織櫛

5 加  藤 (ト ョタ自動車)

6 武 内 (ァ ィシン精機)

7  清宮 芹L(京都医健専門学校 )

8 米  田 (十全会 回生病院 )

10亀 井 (別 府自衛隊)

11  山奇 本寸 (戸 高鉱業社)

12  林  (瀬 野川病院)

13 オ公  本す (三菱重工 名古屋 )

14 和 方、田  (東 レ  滋 賀 )

15  中  山島 (十全会おおりん病院)

16 杉 本 (別 府自衛隊)

17戸 所 (甲 府刑務所)

18  ノヘ  亦こ (京都医健専門学校 )

19  Σ丈  原  (セ ントラル警備保障)

20  歩鷺  娠ミ (関西健康科学専門学校)

21 冨  田 (ト ョ タ 自動 車 )

男子22歳未満 (46名 )

/1ヽ

林

240安 本 (別 府自衛隊)

25 北  東 (明油 櫻 膊 酵 枝)

26    そ斗   (Y   K   K)

27 /」  ヽ林 (日 本貨物鉄道)

28 山  口 (」 AKE JAPAN)

29   オ木  (京都医健専門学校 )

30 中  本寸 (ァ イ シ ン精 機 )

31 久寿米木 (新 日本製鐵 大分 )

32 光 岡 (山 陽セフテイ)

33 表  田 (本田技研 熊本)

35菅 田 (大 阪 ガ ス)

36 '市  ナ||(新日本製鋭 大分 )

38 阿 吉卜(関 西医療学園)

39竹 田 (ト ョタ自動車)

40  早  坂 (セントラル警備保障)

41

42

関 (別 府自衛隊)

森   (三菱重工 名古屋 )

43 安  田 (京都医催専P]学校 )

44 佐  藤 (戸 高 鉱 業 社 )

45 箱  田 (凡SoK4馬綜合ガドシステム)

46平 井 (ダ ィ コ ロ)

○

○印はシー ド選手



績 表

女子78kg超級(16名 )

追

原

本

村

崎

山

田

南

渡

比

藤

吉

池

檜

生

○

　

　

　

○

１
■
　
（ツ
β
　
つ
０
　
刀
仕
　
仄
υ
　
会
∪
　
７
ｒ

10立
2 野

3 山

4  白

50/1ヽ

6 石

7 野

80石

山 (ヲ ォリフジヤル )

方 (近 大 ク ラ ブ)

市 (真 明 会 )

死子 (」 R束日本女子柔道部)

漂t(松前柔道クラブ)

'H (日

本エースサポート)

瀬且 (仁康会 」ヽ泉病院)

山 (丸    順)

(了 徳 寺 学 園 )

(瀬 野 川 病 院 )

(仁康会 」ヽ泉病院)

(三井住友海上火災保険)

(九州医療スポーツ専門学校)

(北関束綜合警備保障)

(ヤックスケアサービス)

10川 上 (ヲ ォリフジVシ )

3   死ゴ  )キ  (三井住友海上火災保険)

4 月  ヽ 島 (」 R東日本女子柔道部)

5浅 井 (松前柔道クラブ)

60上  野 に 丼住友海上火災保険)

7  オロ  馬  (日 本エースサポート)

8  佐々木 (真  明  会)

9 山 本 (瀬 野川病院)

10 】ヒ 巨](ワイエスフード)

110大 野 (コ  マ ツ)

10貝
2 石

3 齋

4 西

5 生

60阿
7   宏頁

8  イ度

9   オ市

10 上

11 藤

沼   (」 R束日本女子柔道部)

田 (米田柔菫筆 F弓 学校)

藤   (北関東綜合警備保障)

部 (日 光警備保障)

田 (松前柔道クラブ)

吉L(三井住友海上火災保険)

山 (仁康会切 泉ヽ病院 )

辺   (」 R東日本女子柔道部)

内 (ヲ ォ リ フジヤパシ)

野 (日 本 生 命 保 険 )

田 (自 衛隊体育学校 )

90新 田

10  本ロ  ラミ

11 佐 藤

12 佐 伯

130野 村

14  ホ寸  胡頂

15 佐 藤

160稲 森

(日本エースサポート)

(櫻 葉 倶 楽 部 )

(金沢学院クラブ )

(十全会 回生病院 )

(か な や 接 骨 院 )

(ヤックスケアサービス)

(」 R束日本女子柔道吉[)

(三井住友海上火災保険)

80岡 村 (コ  マ ツ)

10 遠  藤 (日 光 警 侑 保 障 )

11 )咋  上ュ (仁康会 /1ヽ泉病院 )

120柴  野 (北関東綜合警備保障)

13 鳥 谷 吉Б 懺 心館 秋元道場 )

14 只  野 (九 州 旅 客 鉄 道 )

15 穴 井 (ミ キ ハ ウ ス )

120大  住 (」瞭 日本女稼 道部)

13 磯  崎 (日 本 生 命 保 険 )

14  野  口  (三井住友信託銀行 )

15 4害  房〔 (十全会 回生病院 )

16野 関 (九 州 旅 客 鉄 道 )

170今 井 (了 徳寺学園)

18 廣 田 (K,K spOrts)

19  吉  チ||(米田柔整専門学校 )

20 奥  原 (瀬 野 川 病 院)

21 坂  巻 鱒   谷  鋤

220新 井 に丼住友海上火災保険)

120片 桐 (コ  マ ツ)

13 Jヒ  岡 (ヮ イエスフード)

15  J二  不す (三井住友海上火災保険)

16中 西 (龍 谷クラブ)

17 含ヒ 洋ζ(錦秀会阪和病院)

180田  中 (了 徳寺学園)

19  上齊  岡  (」 R東 日本女子柔道部)

20  貪長  圧](北関東綜合警備保障)

21 松  井 (丸 順 )

22 磯  辺 (自 衛隊体育学校)

女子70kg級 (22名 )

女子63kg級 (22名 )

山

女子78kghTt(15名 )

○印はシード選手



成 績 表

女子57kg級 (27名 )

10石 川 (コ  マ ツ)

2 中 澤 (日 本生命保険)

3  渡  津 (仁康会刀ヽ泉病院)

4 塩 山 (ャックスケアサビス)

5  池  山奇 (十全会回生病院)

7    曰⊆  (仙台大学柔道クラブ)

80塩  瀬 (三井住友海上火災保険)

10 國 本 (日 光警備保障)

■ 米 山 (K.K spOrts)

12 刻( 田 (松前柔道クラブ)

130平 井 (自衛隊体育学校)

140宇
15  〒義

16  宋宮

17

高

部

田

(コ   マ  ツ )

(日 本 生 命 保 険 )

(ALSOK群馬綜合打―ドシステム)

東   (丸 順 )

18 テこ 尭夕 (自 衛隊体育学校 )

19 藤  井 (横浜国大柔友会 )

20  」三  原   (JR東日本女子柔道部)

210広  村 (日本エ スサポ ト)

22 柴  山 (米 田柔整専F日 学校 )

23 イエ  盛ξ (十全会 回生病院 )

24山 本 (肥 後 銀 行 )

25 ラ代  房〔 (錦秀会 阪和病院 )

26  宇者「佳罫(チヤマグローバル)

270大 友 (コ  マ ツ)

10東 川 (ャックスケアサビス)

2  〒西 サ||(松前柔道クラブ)

3 横  ナH(荻 るや接骨院)

4 佐 藤 (K.K spO「 ts)

5  不日  泉 (日 本エースサポート)

60宮 川 (コ  マ ツ)

7  /1ヽ  労き(ぎふ柔道クラブ24)

8 岡 崎 (ま るや接骨院)

9  斉  藤 (Ash柔 道クラブ)

11 湧  川 (日 本 生 命 保 険 )

120橋  本 (コ  マ ツ)

13 倉  キ手 (ま るや接骨院)

14 高 塚 (稜 羽可)

15秋 元 (東京柔道整復朝弓学校)

16 山 口 (国士舘柔道クラブ)

18 秋 山 (金  日1 堂)

19  イ升  吉卜(ぎふ柔道クラブ24)

20齋 藤 (KlK spOrts)

21 松  本 (日 本生命保険)

22 澤  田 (日本エースサポート)

23 ¬占 田 (九 州旅客鉄道)

女子48kg級 (17名 )

10演  口 (了 徳寺学園)

2 山  内 (錦秀会 阪和病院 )

3 倉  本 (瀬 野川病院)

4新 井 (ヤックスケアサビス)

100萩 野

11 宮 前

12 末 成

13 笠 原

140田  上

15 黒 江

16 石 井

17 前 島

(高 宮 接 骨 院 )

(仁康会 月ヽ泉病院 )

(横浜国大柔友会 )

(日 体 大 柔 友 会 )

(ヤックスケアサービス)

(北関東綜合警備保障)

(日 光 警 備 保 障 )

(日 本 生 命 保 険 )

5銀 持 (綾 可B)

60浅 見 (コ  マ ツ)

7  堀   内  (MAR綱柔道クラブ)

90山  岸 に丼住友海上火災保険)

OE「はシー ド選手



52kg級 橋本 横四方固 斉藤 判定勝 丸山

48kg級 浅見 合せ技 笠原 60kg級 石川 優勢勝 小川

第30回オリンピック競技大会 柔道競技 成績一覧表
(当連盟所属)

第30回 オリンピック競技大会 柔道競技は7月 28日 から7日 間、イギリス・ロンドンで開

催された。当連盟より男女全14階級のうち10名が日本代表として出場した。結果は以下の

とおり。

階 級 選手名 会社名 成 績

100kg超級 上 ナ 大樹 京葉ガス棚 2回戦敗退

90kg級 西山 将士 新 日本製鐵棚 3 位

73kg級 中矢  力 ALSOK 2 位

66kg級 海老沼 匡 パーク241kl 3 位

60kgお及 平 岡 拓晃 学校法人了徳寺学園 2 位

78kg超級 杉本 美香 コマ ツ 2 位

63kg級 上野 順恵 三井住友海上火災保険い 3 位

57kg級 松本  薫 い フォー リーフジヤパ ン 優  勝

52kg級 中村 美里 三井住友海上火災保険帥 2回戦敗退

48kg級 福見 友子 学校法人了徳寺学園 3位決定戦敗退


